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太
陽
は
い
つ
も
絶
対
に
美
し
い

《
私
の
》
地
球

《
私
の
》
地
球

一瞬一生

2018.10.1 ２

香
月
泰
男
の
生
涯

　

明
治
44
年
10
月
25
日
、
現
在
の
長

門
市
三
隅
に
生
ま
れ
た
香
月
泰
男

は
、
幼
い
頃
に
画
家
に
な
る
こ
と
を

志
し
、
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

東
京
美
術
学
校
（
現
在
の
東
京
藝

術
大
学
）
で
洋
画
を
学
ん
だ
香
月
は

在
学
中
の
昭
和
９
年
、
第
9
回
国
画

会
展
に
出
品
し
た
「
雪
降
り
の
山
陰

風
景
」
が
初
入
選
し
ま
す
。
卒
業
後

は
北
海
道
の
倶く

っ
ち
ゃ
ん

知
安
中
学
校
に
赴

任
、
そ
の
後
下
関
高
等
女
学
校
に
転

香
月
泰
男
美
術
館 

開
館
25
周
年

ふ
る
さ
と
を
愛
し
た
画
家
・
香
月
泰
男

任
し
、
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
絵
を
描

き
続
け
、
国
画
会
展
や
文
部
省
美
術

展
覧
会
に
出
品
し
入
選
を
重
ね
、
画

家
と
し
て
着
実
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
17
年
、
31
歳
の
香
月
に
教
育

召
集
令
状
が
届
き
ま
す
。
翌
年
、
山

口
西
部
第
4
部
隊
に
入
隊
、
そ
の

後
、
本
召
集
と
な
り
、
旧
満
洲
（
現 

中
国
東
北
部
）
の
ハ
イ
ラ
ル
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
日
本
に
残
し
た
家
族
へ
の

連
絡
と
し
て
軍
事
郵
便
が
使
わ
れ
ま

し
た
。
香
月
は
こ
の
は
が
き
に
現
地

の
風
景
や
身
の
回
り
の
出
来
事
を
淡

彩
で
描
き
、
絵
の
内
容
や
家
族
を
気

遣
う
言
葉
を

書
き
添
え
て
、

毎
日
の
よ
う

に
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
数
は

約
2
年
の
間

に
360
通
を
越
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
は

が
き
は
家
族
に
よ
っ
て
大
切
に
保
管

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
終
戦
と
と

も
に
、
満
洲
に
い
た
香
月
は
旧
ソ
連

の
捕
虜
と
な
り
、
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
ま
す
。
乏
し
い
食
糧
事
情
と
冬

季
は
零
下
30
℃
を
超
え
る
酷
寒
の

中
、
森
林
伐
採
な
ど
の
重
労
働
を
課

せ
ら
れ
、
命
を
落
と
す
人
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
香
月
は
無
事
に
復
員

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
を

離
れ
て
か
ら
4
年
、
昭
和
22
年
５
月

に
家
族
と
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
香
月
は
下
関
高
等
女
学

校
に
復
職
し
、
美
術
教
師
と
し
て
教

壇
に
立
ち
な
が
ら
、
以
前
の
よ
う
に

絵
を
描
い
て
、
絵
画
展
に
出
品
を
続

け
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
24
年
に

フ
ォ
ル
ム
画
廊
（
東
京
都
中
央
区
）

で
初
め
て
個
展
を
開
き
、
以
降
亡
く

な
る
ま
で
毎
年
こ
こ
で
個
展
を
開
き

ま
し
た
。

３

　
今
年
、香
月
泰
男
美
術
館
は
開
館
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
三
隅
を
こ
よ
な
く
愛
し
、「
こ
こ
が
《
私
の
》

地
球
」
と
い
っ
て
生
涯
こ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
香
月
泰
男
画
伯
。
美
術
館
開
館
25
周
年
を
機
に
、
あ
ら

た
め
て
香
月
泰
男
の
生
涯
と
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
振
り

返
り
ま
す
。

香
月
の
画
風
の
変
遷
と

代
表
作
「
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ

リ
ー
ズ
」

　

香
月
は
戦
前
と
戦
後
で
作
風
が
異

な
り
ま
す
。
そ
れ
は
香
月
の
抑
留
体

験
を
描
い
た
「
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー

ズ
」
が
契
機
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
身
の
回
り
の
も
の
を
好

ん
で
描
い
て
い
た
香
月
で
す
が
、

１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
「
シ
ベ
リ

ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
」
を
本
格
的
に
描
き

始
め
ま
し
た
。
全
57
点
か
ら
な
る
こ

の
シ
リ
ー
ズ
は
、
方
解
末
と
木
炭
を

用
い
た
「
黒
い
絵
」
が
大
半
を
占
め

ま
す
。
こ
の
手
法
は
「
シ
ベ
リ
ヤ
様

式
」
と
も
呼
ば
れ
、
香
月
の
代
名
詞

に
も
な
り
、
戦
後
の
日
本
近
代
美
術

史
に
不
動
の
地
位
を
確
立
し
て
い
き

ま
す
。

　

一
方
で
、
香
月
は
ふ
る
さ
と
三
隅

を
こ
よ
な
く
愛
し
、
「
こ
こ
が
《
私

の
》
地
球
」
と
言
っ
て
生
涯
離
れ
る

こ
と
な
く
創
作
活
動
を
続
け
ま
し

香
月
泰
男
美
術
館 

開
館

　

長
年
、
香
月
家
に
よ
っ
て
大
切
に

さ
れ
て
き
た
作
品
の
寄
贈
を
受
け
、

平
成
５
年
に
香
月
泰
男
美
術
館
は
開

館
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
49
万
人

の
来
館
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
油
彩
、
素

描
、
海
外
で
の
ス
ケ
ッ
チ
や
、
「
お

も
ち
ゃ
」
と
呼
ば
れ
る
オ
ブ
ジ
ェ
な

ど
、
多
彩
な
作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
再
現
ア
ト
リ
エ
に
は
生

前
の
香
月
が
愛
用
し
た
品
々
が
お
さ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
展
覧
会
と

今
後
の
予
定

　

今
年
開
館
25
年
を
迎
え
る
美
術
館

で
は
、
開
館
当
初
か
ら
多
く
の
展
覧

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
開

催
中
の
展
覧
会
「
平
和
祈
念
展
示
資

料
館
交
流
展
〜
私
の
シ
ベ
リ
ヤ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
シ
ベ
リ
ア
〜
」
は
80
回
目

の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
交
流
展
は
25
周
年
企
画
と
し

て
開
催
し
、
東
京
都
西
新
宿
の
平
和

祈
念
展
示
資
料
館
で
も
香
月
泰
男
の

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
会
期
：
10
月
28
日

（日）
ま
で

　

ま
た
、
歴
代
の
展
覧
会
告
知
用
ポ

ス
タ
ー
に
掲
載
し
た
作
品
か
ら
50
点

を
選
び
、
好
き
な
作
品
を
み
な
さ
ん

に
選
ん
で
も
ら
う
人
気
投
票
を
実
施

し
ま
し
た
。
第
1
位
に
選
ば
れ
た

「
１
９
６
９
．
７
．
20
の
月
星
」
を

は
じ
め
と
す
る
作
品
は
、
来
年
2
月

か
ら
の
展
覧
会
で
展
示
し
ま
す
。

▲母と子

▲軍事郵便（ハイラル通信）

た
。
家
族
や
動
植
物
な
ど
に
も
目
を

向
け
、
絵
画
、
焼
物
、
オ
ブ
ジ
ェ
な

ど
、
多
彩
な
作
品
を
生
み
出
し
、
昭

和
49
年
３
月
、
62
歳
で
こ
の
世
を
去

り
ま
し
た
。

▲ 1969.7.20 の月星

▲雪降りの山陰風景

美
術
館
の
活
動

　

美
術
館
で
は
、
展
覧
会
の
ほ
か
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■
香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
絵
画
展

　

全
国
の
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象

に
テ
ー
マ
を
決
め
て
作
品
募
集
す
る

「
香
月
泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
絵
画

▲平成 5年にオープンした香月泰男美術館

香
月
泰
男
の
遺
し
た
言
葉

　

ふ
る
さ
と
三
隅
を
愛
し
、
自
然
や

愛
す
る
家
族
を
描
き
続
け
た
香
月
の

遺
し
た
言
葉
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
へ

の
愛
情
や
平
和
へ
の
深
い
願
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
私
は
毎
年
の
こ
と
だ
が
、
今
年
も

庭
の
椿
を
描
い
て
ゐ
る
。
た
だ
椿
の

花
の
咲
い
て
ゐ
る
の
が
眺
め
ら
れ
る

し
あ
は
せ
の
し
る
し
と
し
て
描
い
て

ゐ
る
。》

《
わ
た
し
は
国
よ
り 

家
族
の
は
う

が
大
切
で
あ
る
と
思
ふ
。》

《
家
の
中
の
音
、
空
の
音
、
野
良
か

ら
の
音
、
街
道
か
ら
の
音
、
す
べ
て

機
械
が
発
す
る
音
は
美
し
く
な
い
。

鳥
の
声
、
人
の
声
、
虫
の
、
樹
の
、

草
の
風
声
は
心
地
よ
い
。》

《
ふ
き
出
る
汗
も 

海
の
水
の
や
う

な 

味 

空
も 

水
も 

す
べ
て
が 

田
舎

で
は 

生
き
て
ゐ
る 

青
田
の
上
を 

風

が 

ト
ン
ボ
を 

流
す 

夏
が 

あ
く
ま

で 

夏
と
し
て 

生
き
て
ゐ
る
田
舎 

田

舎
に
こ
そ 

本
当
の 

夏 

が
あ
る
》

※
『
春
夏
秋
冬
』
よ
り
引
用

展
」
は
、
今
年
で
20
回
目
を
数
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
「
た
べ
も
の
」
や

「
い
き
も
の
」
と
い
っ
た
身
近
な
存

在
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
今
回
は

「
家
族
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
募
集

し
ま
し
た
。
入
賞
・
入
選
作
品
は
10

月
27
日

（土）
か
ら
香
月
泰
男
美
術
館
で

展
示
し
ま
す
（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

■
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
教
室

　

木
に
親
し
み
な
が
ら
創
造
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
お
も

ち
ゃ
づ
く
り
教
室
」
を
毎
年
８
月
に

実
施
。
参
加
者
は
、
木
片
や
枝
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
自
分
だ
け
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
つ
く
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
絵
て
が
み
教
室
や
館

内
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
‐
２
５
０
０ ▲木とふれあう「おもちゃづくり教室」
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「
男
女
」
が
共
に
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
に
参
画
し
、
共
に
協
力
す

る
こ
と
で
す
。「
男
は
外
で
仕
事
、

女
は
家
庭
で
家
事
・
子
育
て
」
と
い

う
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

意
識
を
な
く
し
、
人
権
が
真
に
尊
重

さ
れ
る
、
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に

と
っ
て
も
生
き
や
す
い
豊
か
な
活
力

あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
毎
年
10
月
を
「
男
女
共
同

参
画
推
進
月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
個
人
だ
け
で
な
く
各
企

業
や
団
体
な
ど
で
も
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
、
男
女
問
わ
ず
誰
も

が
輝
け
る
社
会
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男女共同参画
フォーラム

　山口県では、社会全体で男女共同参画を推進
する機運の醸成を図るため、ワークライフバラ
ンス実現に向けた自主的な活動に取り組んでい
る事業者や団体などを「やまぐち男女共同参画
推進事業者」として認証し、その活動を支援し
ています。
　現在、市内には 20 事業者が認証されていま
す。また、女性労働者の活躍に向け、積極的に
取り組むことを宣言する事業所を「やまぐち女
性の活躍推進事業者宣言制度」により応援しま
す。
※詳しくは山口県ホームページをご覧ください。
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/
cms/a12800/support/top.html
■問い合わせ
　山口県男女共同参画推進課
　TEL：083-933-2630

　男女共同参画の取組を知り、考える機会を提供
するため、フォーラムを開催します。
■日時　10/27（土）10：00 ～ 15：10
■場所　山口県婦人教育文化会館
　　　  （山口市湯田温泉５丁目１－１）
■内容　・分科会（３科に分かれて行います）
　　　　　①地域における女性の活躍
　　　　　②ワークライフバランスで
　　　　　　男女（とも）に幸せの好循環！
　　　　　③目指そうよ　DVのない社会
　　　　・講演「同じやるなら全力で～ライフワー
　　　　　クバランスの取り方～」　
　　　　  講師：岡本安代氏（フリーアナウンサー）
■入場料　無料
■申し込み・問い合わせ
　男女共同参画フォーラム実行委員会事務局
　TEL 083-933-2630　FAX 083-933-2639　
　MAIL：a12800@pref.yamaguchi.lg.jp

参加者
募 集

やまぐち男女共同
参画推進事業者

事業者
募 集

仕事と家庭生活・地域活動の調和に関する理想と現実
長門市男女共同参画意識調査（平成 27 年）

「仕事」に専念

「仕事」を優先

同じように両立

「家庭生活・地域活動」を優先

「家庭生活・地域活動」に専念

わからない

無回答
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理想

現実

プライベートでのスキル向上

心身のリフレッシュ

余裕ある育児・介護

多様な生き方

生産性の向上

所定外労働の減少

人件費の削減

社員のモチベーションアップ

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　

働
く
す
べ
て
の
人
が
「
仕
事
」
と
、

育
児
や
介
護
、
趣
味
や
学
習
、
休
養
、

地
域
活
動
と
い
っ
た
「
仕
事
以
外
の

生
活
」
と
の
調
和
を
と
り
、
そ
の
両

方
を
充
実
さ
せ
る
働
き
方
・
生
き
方

の
こ
と
で
す
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
生
活
の
充
実
に
よ
っ

て
仕
事
の
効
率
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
向
上
し
、
短
時
間
で
仕
事
の
成
果

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

と
は

仕
ワ ー ク

事・生
ラ イ フ

活・調
バ ラ ン ス

和を大切に

10月は男女共同参画推進月間

■市民活動推進課活動推進係　℡ 23-1172

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
取
組
が
不

可
欠
で
す
。

　

平
成
29
年
３
月
に
や
ま
ぐ
ち
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
者
に
登
録
さ

れ
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目
指

す
公
益
財
団
法
人
長
門
市
文
化
振
興

財
団
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

長
門
市
文
化
振
興
財
団
で
は
現

在
、
常
勤
職
員
８
人
の
う
ち
女
性
が

６
人
勤
務
し
て
い
ま
す
。

■
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
た
め
に

　

半
日
単
位
で
の
休
暇
の
取
得
が
可

能
な
こ
と
や
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
の
活
用
に
よ
り
、
個
別
の
要
望
に

公
益
財
団
法
人

長
門
市
文
化
振
興
財
団
の
取
組

実
践
企
業
の
取
組
事
例
紹
介

応
じ
た
柔
軟
な
勤
務
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
職
場
全
体
が
和
や
か
な
雰

囲
気
で
、
職
員
が
気
兼
ね
な
く
休
暇

を
取
得
で
き
て
い
ま
す
。

■
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
を

　

結
婚
後
も
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
す
観

点
か
ら
、
婚
姻
後
の
旧
姓
使
用
を
可

能
と
す
る
ほ
か
、
非
正
規
か
ら
正
規

職
員
へ
の
登
用
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め

の
業
務
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
研

修
会
へ
の
参
加
を
支
援
し
、
職
員
の

能
力
・
意
識
の
向
上
を
図
り
、
働
き

や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を

目
指
し
て
い
ま
す
。　

■
制
度
を
活
か
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

　
バ
ラ
ン
ス

　
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
利
用

し
て
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
い
ま
す
。
時
間
を
有
意
義
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
長

門
市
文
化
振
興
財
団
に
勤
務
す
る
河

野
希
美
代
さ
ん
。

　

ま
た
、
同
財
団
の
上
田
富
夫
事
務

局
長
は
「
男
性
も
女
性
も
共
に
働
き

や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。
職
場
環
境
を
整
え
る

こ
と
で
、
仕
事
も
効
率
的
に
な
り
、

業
務
の
方
に
も
良
い
影
響
が
出
て
い

ま
す
」
と
手
応
え
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組

む
こ
と
で
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

■
個
人
の
メ
リ
ッ
ト

 

・
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
バ
ラ
ン

　

ス
が
取
れ
、心
身
の
健
康
が
保
持
、

　

増
進
さ
れ
る

 

・
地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
充
実

　

し
た
生
活
を
実
現

 

・
仕
事
の
効
率
、満
足
度
、モ
チ
ベ
ー

　

シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ

■
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

 

・
優
秀
な
人
材
の
確
保

 

・
従
業
員
の
定
着（
離
職
率
の
低
下
）

 

・
業
務
の
効
率
化
、
経
営
コ
ス
ト
の

　

削
減

 

・
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
、
評
価
の
向
上

　

に
つ
な
が
る

▲働きやすい環境づくりに取り組む

▲キャリアアップのための支援も

　

平
成
27
年
に
実
施
し
た
長
門
市
男

女
共
同
参
画
意
識
調
査
（
下
表
）
で

は
、
男
女
共
に
多
く
の
人
が
「
仕
事

と
家
庭
生
活
・
地
域
活
動
を
両
立
す

る
こ
と
」
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、
実

仕
事
と
家
庭
生
活
・
地
域

活
動
の
調
和
は
難
し
い
？

を
あ
げ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
時
間
が

使
え
る
こ
と
で
生
活
が
潤
う
と
い
う

好
循
環
を
生
み
出
す
、
生
活
と
仕
事

の
「
相
乗
効
果
」
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
の
「
働
く
こ
と
」
を

取
り
巻
く
環
境
は
、「
働
き
た
い
の

に
働
く
場
が
な
い
」「
仕
事
が
忙
し

す
ぎ
て
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き

な
い
」「
仕
事
と
育
児
・
介
護
に
携

わ
る
こ
と
が
二
者
択
一
に
な
っ
て
い

る
」な
ど
、大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

や
り
が
い
や
充
実
感
を
得
な
が
ら

働
き
、
育
児
・
介
護
の
時
間
や
家
庭
、

地
域
活
動
、
自
己
啓
発
な
ど
自
分
の

時
間
を
持
て
る
生
活
を
実
現
す
る
た

め
、
今
こ
そ
「
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）」
の
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
な
の
？

際
は
仕
事
を
優
先
し
て
お
り
、
理
想

と
現
実
に
は
ま
だ
差
が
あ
り
ま
す
。

　

取
組
を
社
会
全
体
で
推
進
す
る
た

め
に
は
、
個
人
で
の
取
組
は
も
ち
ろ

ん
、会
社
や
職
場
ぐ
る
み
で
の
取
組
、

国
や
地
方
自
治
体
と
の
協
力
に
よ

り
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
し
っ
か
り
働
き
、
豊
か
に
暮
ら
せ

る
社
会
」
に
向
け
て
、
働
き
方
の
見

直
し
な
ど
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
取
組
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

社
会
全
体
で
推
進
す
る
た

め
に
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３
Ｒ
と
は
、「
ご
み
発
生
抑
制
（
Ｒリ

デ

ュ

ー

ス

ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）」「
再
使
用

（
Ｒリ

ユ

ー

ス

ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）」「
再
資
源
化
（
Ｒリ

サ

イ

ク

ル

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）」
の
３
つ
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

　

３
Ｒ
は
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
い
、
環
境
へ
の
負
担
を
少
な

く
す
る
「
循
環
型
社
会
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

取
り
組
む
こ
と
で
資
源
の
有
効
活
用
と
ご
み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

10月は３R 推進月間

３つの「R」で
環境にやさしい
社会の実現を

■
３
Ｒ
を
実
践
し
て
み
よ
う

◯
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
の
量
を
減
ら

　
そ
う
）

 

・
買
い
物
の
際
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を

　

持
参
し
レ
ジ
袋
は
断
り
ま
し
ょ
う

 

・
商
品
を
購
入
す
る
際
、
過
剰
包
装

　

や
不
要
な
包
装
は
断
り
ま
し
ょ
う

◯
リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
お
う
）

 

・
詰
め
替
え
容
器
が
あ
る
商
品
は
、

　

詰
め
替
え
容
器
を
選
び
ま
し
ょ
う

◯
リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源
と
し
て
活
か

　
そ
う
）

 

・
資
源
化
で
き
る
も
の
は
分
別
し
ま

　

し
ょ
う

■
ご
み
減
量

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
約

40
％
は
生
ご
み
で
す
。
生
ご
み
と
は

調
理
く
ず
、
食
べ
残
し
、
手
つ
か
ず

の
食
品
な
ど
で
、
多
く
の
水
分
を
含

ん
で
お
り
、
簡
単
な
水
切
り
を
行
う

こ
と
や
不
要
な
食
品
の
購
入
を
控
え

る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
機
・

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
購
入
補
助

　

生
ご
み
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め

に
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
の
購
入
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
請
は
本
庁
生
活
環
境
課
、

各
支
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
を
申
請
す
る
場
合
は

事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
掲
示
板

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
削
減
と
不
用

品
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
リ
サ
イ

ク
ル
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

情
報
の
掲
示
は
本
庁
生
活
環
境
課
、

各
支
所
・
出
張
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
行
っ
て
い
ま
す
。市
内
在
住
者
で
、

不
用
品
を
譲
り
た
い
人
、
譲
っ
て
ほ

し
い
人
は
活
用
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

次
の
３
点
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ご
み
の
搬
出
は
、
収
集
日
当
日
の

　

決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に

②
資
源
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
コ
ン
テ

　

ナ
に
分
け
て

③
ご
み
は
居
住
地
区
の
決
め
ら
れ
た

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

※
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
各
地
区
で

　

清
掃
・
管
理
し
て
い
ま
す
。
ル
ー

　

ル
・
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
正
し
く
使

　

い
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

℡
23
‐
１
２
４
９

Reduce
Reuse
Recycle

■市収集ごみ量比較表（表２）　　　　　　　　　　　（単位：t）
ごみの種類 平成 28年度 平成 29 年度 増減（増減率）

燃えるごみ 7,415 6,157 △ 1,258（17％減）

燃えないごみ 367 303 △ 64（17％減）

粗大ごみ 459 491 32（7％増）

小計① 8,241 6,951 △ 1,290（16％減）

資
源
ご
み

缶 53 54 1（2％増）

ビン 210 217 7（3％増）

ペットボトル 44 56 12（27％増）

その他資源ごみ
（古紙、衣類など） 2,452 2,601 149（6％増）

プラスチック製
容器包装類

7（試行期間
2ヶ月） 301 H29 から分別開始

紙製容器包装類 3（試行期間
2ヶ月） 106 H29 から分別開始

小計② 2,769
（試行期間含む） 3,335 566（20％増）

合計（①+②） 11,010 10,286 △ 724（7％減）

■
長
門
市
の
ご
み
の
状
況

　

平
成
29
年
度
の
ご
み
総
排
出
量

（
表
１
）は
１
万
２
、６
１
５
ト
ン（
産

業
廃
棄
物
を
除
く
）
で
、
市
民
一
人

当
た
り
１
日
約
999
グ
ラ
ム
を
排
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
出
量
に
占
め

る
資
源
化
量
の
割
合
（
リ
サ
イ
ク
ル

率
）
は
約
34.7
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
門
市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
よ

り
新
た
な
分
別
収
集
を
開
始
し
ま
し

た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
が
み
ら
れ
ま
す
。
市
収
集
ご
み

量
比
較
表
（
表
２
）
で
は
、
平
成
28

年
度
に
比
べ
て
平
成
29
年
度
は
、
燃

え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
が
と
も

に
17
％
減
量
、
合
計
で
７
％
、
724
ト

ン
（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
73
台
分
）
の
ご

み
の
減
量
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る

「
循
環
型
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
の
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
普
段
か
ら
「
３
R
」
を
意

識
し
て
、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ごみ総排出量とリサイクル率の推移（表１）

資
源
ご
み
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
ま
で

分
別
し
た
ご
み
は
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
？

▲

④中身を確認し、ベルトコンベアへ

⑤破袋機にかけた後、手作業で選別 ⑥圧縮梱包機にかけて、一つの塊に ⑦専門業者に引き渡し、再資源化へ

⑧リサイクル製品として再利用

③市清掃工場リサイクル施設へ搬入 ②収集日に資源ごみを回収 ①使い終わった後、資源化のため分別

資源ごみとして回収された
ごみは、
ペットボトル…繊維、シー
ト、ボトルなど
容器包装…パレット、プラ
ンターなど
紙…段ボールや新聞紙、ト
イレットペーパーなど
に再生され、リサイクル製
品として生まれ変わります。

長門市清掃工場リサイクル・破砕施設
▲▲

▲

▲

▲ ▲

▲



門の話題長

第
12
回
全
国
や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク
in
長
門

二
日
間
で
６
万
５
千
人
が
来
場

　

9
月
１
日
（土）
、
２
日
（日）
の
二
日

間
、
山
口
県
漁
協
湊
支
店
魚
市
場

を
会
場
に
「
第
12
回
全
国
や
き
と

リ
ン
ピ
ッ
ク
in
長
門
」
が
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
６
万
５
千
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県

ま
で
、
全
国
の
ご
当
地
や
き
と
り

の
名
店
19
店
舗
が
出
店
。
来
場
者

は
行
列
を
な
し
て
買
い
求
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
や
き
と
り
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
ア
ワ
ビ
や
サ

ザ
エ
、
牡
蠣
な
ど
の
海
産
物
、
白

オ
ク
ラ
や
長
門
ゆ
ず
き
ち
と
い
っ

た
農
産
物
な
ど
の
特
産
品
も
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ラ

イ
ブ
や
ダ
ン
ス
な
ど
も
披
露
さ

れ
、
来
場
者
は
夏
休
み
最
後
の
休

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▲全国のやきとりを買い求めようと長い行列ができた

▲ 19店舗のやきとりの見本を前に、どれにしようか悩む来場者
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９
月
２
日
（日）
、「
陸
上
教
室
in

仙
崎
」
が
仙
崎
小
学
校
で
開
催
さ

れ
、
小
学
生
ら
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
長
門
市
仙
崎
出
身
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
経
験
の
あ
る

油
谷
繁
さ
ん
や
箱
根
駅
伝
経
験
者

の
白
濱
三
徳
さ
ん
が
指
導
に
あ
た

り
、
参
加
者
は
体
の
動
か
し
方
や

体
幹
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

古
墳
時
代
の
祭
器
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
が
多
数
出
土

本
郷
遺
跡
発
掘
調
査
説
明
会

　

９
月
８
日
（土）
、
発
掘
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
る
本
郷
遺
跡
で
現
地

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
調

査
の
結
果
、
古
墳
時
代
後
期
の
集

落
と
同
時
期
の
祭
祀
跡
や
柱
穴
、

湿
地
跡
が
発
見
。
住
居
と
祭
器
が

一
緒
に
出
土
す
る
こ
と
は
珍
し

く
、
古
墳
時
代
か
ら
中
世
に
か
け

て
、
宗
教
的
な
エ
リ
ア
が
あ
っ
た

と
い
う
見
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲ラダートレーニングなどで体の動かし方を確認▲遺跡の出土品を興味深く見つめる参加者

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
経
験
者
や
箱
根
駅
伝
経
験
者
が
競
技
指
導

体
の
動
か
し
方
な
ど
を
学
ぶ

サ
ー
フ
ィ
ン
で
プ
ロ
公
認
の
資
格
を
取
得

 

岡お

か

田だ 

小こ

夢む

希ぎ 

さ
ん

門の長 門の

（
菱
海
中
学
校
３
年

／
油
谷
新
別
名
）

　

８
月
30
日
か
ら
９
月
２
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
「
第
23
回
Ｉ
．
Ｓ
．

Ｕ
茨
城
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
さ

わ
か
み
杯
」
に
お
い
て
、
プ
ロ
ト
ラ

イ
ア
ル
選
を
勝
ち
上
が
り
、
プ
ロ
本

戦
に
出
場
、
本
戦
で
規
定
の
ラ
ウ
ン

ド
を
勝
ち
上
が
り
、
見
事
、
プ
ロ
公

認
の
資
格
を
取
得
し
た
の
が
、
14
歳

の
岡
田
小
夢
希
さ
ん
で
す
。

　

サ
ー
フ
ィ
ン
と
の
出
会
い
は
小
学

２
年
生
の
と
き
、
母
と
姉
の
影
響
を

受
け
て
始
め
た
そ
う
で
、
サ
ー
フ
ィ

ン
の
魅
力
を
「
自
然
が
相
手
で
一
本

一
本
波
が
違
う
。
同
じ
波
で
な
く
毎

回
違
う
波
に
乗
れ
る
こ
と
が
魅
力
」

と
語
り
ま
す
。

　

波
が
あ
れ
ば
毎
日
で
も
練
習
す
る

そ
う
で
、
大
浜
海
岸
を
拠
点
に
学
校

か
ら
帰
っ
て
す
ぐ
練
習
に
打
ち
込
む

と
の
こ
と
。
試
合
の
遠
征
で
千
葉
県

や
宮
崎
県
の
海
ま
で
出
か
け
て
い
く

こ
と
も
多
い
と
か
。

　
「
プ
ロ
公
認
資
格
を
取
る
こ
と
が

一
つ
の
目
標
だ
っ
た
」
と
語
る
岡
田

さ
ん
。
プ
ロ
宣
言
を
行
う
か
は
未
定

で
す
が
、「
も
っ
と
強
い
選
手
と
戦

い
経
験
を
積
ん
で
サ
ー
フ
ィ
ン
で
活

躍
し
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲「ターンがすごくうまい」と大会審査員からも高い評価

道
の
駅
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
て
134
日
目

来
場
者
が
50
万
人
を
突
破

　

８
月
31
日
（金）
、
道
の
駅
セ
ン
ザ

キ
ッ
チ
ン
が
４
月
20
日
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
以
来
、
134
日
目
で
来

場
者
50
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

50
万
人
目
の
来
場
者
と
な
っ
た

福
岡
県
の
中
村
美
結
さ
ん
一
家
に

は
花
束
と
特
産
品
セ
ッ
ト
が
送
ら

れ
、
大
西
市
長
、
山
本
駅
長
と
と

も
に
く
す
玉
を
割
っ
て
50
万
人
達

成
を
祝
い
ま
し
た
。

▲くす玉を割って50万人達成を祝う

地
元
企
業
に
よ
る
老
人
ホ
ー
ム
訪
問

長
寿
を
祝
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

９
月
13
日
（木）
、
敬
老
の
日
に
先

立
っ
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
入
居
者
に
対
し
、
地
元
企

業
の
深
川
養
鶏
農
業
協
同
組
合
か

ら
鶏
卵
を
使
用
し
た
ラ
グ
ビ
ー
せ

ん
べ
い
や
新
商
品
の
焼
ド
ー
ナ
ツ

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
入
居
者
た
ち

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
る
と

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

▲末永明典組合長が一人ひとりに手渡す
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平
成
31
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は

次
の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

・
対
象　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

・
内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

　

要
な
設
備
な
ど
の
整
備
事
業

・
助
成
金
額　

100
万
円
〜
250
万
円

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

・
対
象　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

・
内
容　

自
治
会
集
会
所
な
ど
の
建

　

設
、
大
規
模
修
繕
、
備
品
整
備

 

・
助
成
金
額　

対
象
と
な
る
事
業
費

　

の
５
分
の
３
以
内
相
当
額

※
上
限
１
、  

５
０
０
万
円

③
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

・
対
象　

自
主
防
災
組
織
な
ど

・
内
容　

自
主
防
災
組
織
な
ど
が
行

　

う
地
域
防
災
活
動
に
直
接
必
要
な

　

設
備
な
ど
の
整
備
に
関
す
る
事
業

・
助
成
金
額　

30
万
円
〜
200
万
円

④
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

・
対
象　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

・
内
容　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

　

め
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

　

シ
ョ
ン
活
動
や
文
化
・
学
習
活
動

　

に
関
す
る
事
業
お
よ
び
そ
の
他
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
イ
ベ
ン
ト
に

　

関
す
る
事
業
な
ど
主
と
し
て
親
子

　

で
参
加
す
る
ソ
フ
ト
事
業

・
助
成
金
額　

30
万
円
〜
100
万
円

⑤
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

・
対
象　

地
方
自
治
法
に
基
づ
い
た

　

協
議
会
お
よ
び
実
行
委
員
会
な
ど

・
内
容　

地
域
資
源
の
活
用
や
広
域

　

的
な
連
携
を
目
的
に
実
施
す
る
ソ

　

フ
ト
事
業

・
助
成
金
額　

200
万
円
ま
で

⑥
地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
助
成
事
業

・
対
象　

指
定
管
理
者
、
特
定
公
益

　

法
人
お
よ
び
実
行
委
員
会
な
ど

 

・
内
容　

自
ら
企
画
・
制
作
す
る
文

　

化
・
芸
術
事
業
で
「
地
域
交
流
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
」
を
伴
う
ソ
フ
ト
事
業

 

・
助
成
金
額　

500
万
円
ま
で

⑦
地
域
国
際
化
推
進
助
成
事
業

・
対
象　

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
交
流
組
織

・
内
容　

多
文
化
共
生
、
国
際
理
解

　

推
進
な
ど
他
の
団
体
の
模
範
と
な

　

る
ソ
フ
ト
事
業

・
助
成
金
額　

200
万
円
ま
で

■�

申
込
締
切　

 

10
／
19 

（金）

※
そ
の
他
、
提
出
書
類
・
申
請
条
件

　

の
詳
細
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ま
ず
は
相
談
く
だ
さ
い

■�

問
い
合
わ
せ　

　

市
民
活
動
推
進
課
活
動
推
進
係

℡
23
‐
１
１
７
２

※
③
の
み
防
災
危
機
管
理
課

℡
23
‐
１
１
１
１

行
政
相
談
週
間

　

総
務
省
が
定
め
る
10
月
15
日
（月）
か

ら
21
日
（日）
ま
で
の「
行
政
相
談
週
間
」

に
合
わ
せ
て
、
市
で
は
、
毎
日
の
暮

ら
し
に
お
け
る
国
の
仕
事
な
ど
に
関

す
る
困
り
ご
と
の
無
料
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時
／
場
所
／
相
談
委
員

︽
長
門
地
区
︾

　

10
／
18 

（木）　

10
：
00
〜
12
：
00

　

市
役
所
本
庁
市
民
相
談
室

　

山
根
浩
美 

委
員
（
仙
崎
大
日
比
）

︽
三
隅
地
区
︾

　

10
／
９ 

（火）　

10
：
00
〜
12
：
00

　

市
役
所
三
隅
支
所

　

中
野
義
三 

委
員
（
三
隅
中
市
）

︽
日
置
地
区
︾

　

10
／
18 

（木）　

10
：
00
〜
12
：
00

　

市
役
所
日
置
支
所

　

上
野
博
美 

委
員
（
日
置
上
上
城
）

︽
油
谷
地
区
︾

　

10
／
９ 

（火）　

10
：
00
〜
12
：
00

　

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

　

江
原
雅
史 

委
員
（
油
谷
掛
渕
）

■
そ
の
他　

総
務
省
山
口
行
政
相
談

　

セ
ン
タ
ー　

き
く
み
み
山
口
で
も

　

相
談
を
受
付

　

℡
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
１
１
０

（
行
政
苦
情
110
番
）

　

FAX
０
８
３
‐
９
２
２
‐
１
５
９
３

※
手
紙
の
場
合
は
書
式
不
問

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
活
動
推
進
課
市
民
相
談
係

℡
23
‐
１
２
９
９

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す

入
港
歓
迎
行
事

　

ク
ル
ー
ズ
客
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く

び
い
な
す
」
が
10
／
18 

（木）
に
仙
崎
港

沖
合
い
に
入
港
し
ま
す
。

　

入
港
に
合
わ
せ
て
、
セ
ン
ザ

キ
ッ
チ
ン
を
中
心
に
入
港
歓
迎
行

事
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
入
港
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

　

８
：
00　

入
港
（
沖
合
）

　

９
：
00　

上
陸
開
始
・
地
元
保
育

　
　
　
　
　

園
児
な
ど
に
よ
る
お
出

　
　
　
　
　

迎
え

　

11
：
00　

観
光
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　

俵
山
温
泉
足
湯
ほ
か　

　

17
：
00　

出
港

■
﹁
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
﹂
概
要

　

全
長　

１
８
３
・
４
m

　

総
ト
ン
数　

２
６
︐
５
９
４
t

　

定
員　

620
人

■
問
い
合
わ
せ  

　

（
一
社
）
長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

　

シ
ョ
ン
協
会

℡
27
‐
０
０
７
４

体
力
・
運
動
能
力
テ
ス
ト

参
加
者
募
集

　

自
分
の
体
力
、
運
動
能
力
が
一
般

的
に
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
確
か
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
体
力
の
維
持
増
進
の

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

■
日
時　

10
／
25 

（木） 　

18
：
30
〜

■
場
所　

な
が
と
総
合
体
育
館

　

受
付
：
軽
運
動
室

■
内
容　

　

成
年
の
部　

　

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前

　

屈
、
反
復
横
跳
び
、
20 

m
シ
ャ
ト

　

ル
ラ
ン
、
立
ち
幅
跳
び　

　

高
齢
者
の
部　

　

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前

　

屈
、
開
眼
片
足
立
ち
、
10 

m
障
害

　

物
歩
行
、
６
分
間
歩
行

■
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
・

　

通
学
し
て
い
る
20
歳
〜
79
歳
の
人

■
参
加
料　

無
料

■
持
参
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

■
申
込
期
限　

10
／
24 

（水）

※
当
日
参
加
も
可
能

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

℡
23
‐
１
２
９
５

▲クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」

好評開催中  山口ゆめ花博

長門市デーは10月６日（土）開催
　山口ゆめ花博の期間中、県内の各市町がそれぞれの魅力を会場でＰＲする「市町
デー」が設定されており、長門市も 10月６日（土）に会場内でイベントを開催します。

会場：山口きらら博記念公園　森のピクニックゾーン

　ドローンで撮影した長門市の空撮映
像をテント内で観賞します。まるで長
門市の空中を散歩しているかのような
映像体験をぜひ体感してください。
■時間　10時 30分～ 19時
■会場　森のピクニックゾーン

ドローンフライト体験

　棚田の夜景をテント内に設置するブ
ラックライトルームで観賞します。漁
り火と夜空が織りなす幻想的な空間を
ぜひ体感してください。
■日時　10時 30分～ 19時
■会場　森のピクニックゾーン

棚田夜景体験

　４月にオープンしたばかりの長門お
もちゃ美術館が山口ゆめ花博に出張し
ます。木のおもちゃの魅力を体験して
みませんか。
■出張「長門おもちゃ美術館」
　9時 30分～ 17時
■木のたまごづくりワークショップ
　９時 30分～ 17時（限定 50個）
　木のたまごに名前を入れて持ち帰る
　ことができます

木育ワークショップ
　童謡詩人金子みすゞの詩に歌声をの
せて広めようと結成され、市内外で活
動するみすゞ少年少女合唱団。みすゞ
の作品以外にみんなで振り付けを考え
た曲などを披露する予定です。
■時間　13時～ 15時
■会場　森のステージ
■内容　合唱・朗読

みすゞ少年少女合唱団

■長門湯本休憩スペース　
　温泉街のリノベーションが進む長門
　湯本温泉の雰囲気を体感できる休憩
　スペースが会場内に登場します
■元乃隅稲成神社フォトブース　
　元乃隅稲成神社のモニュメントを利
　用した写真撮影コーナー
■やきとりの無料配布（３回）
　11時～、13時～、15時～
■ JAL 紙ヒコーキ教室

その他イベント

家
族
介
護
支
援
事
業

　

要
介
護
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族

の
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
介
護
の
生

活
の
継
続
を
支
援
し
ま
す
。

︽
家
族
介
護
見
舞
金
︾

■
対
象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
要

　

介
護
度
４
・
５
の
介
護
認
定
を
受

　

け
て
い
る
人
を
、
在
宅
で
６
カ
月

　

継
続
し
て
介
護
し
て
い
る
同
居
の

　

家
族

※
短
期
入
所
の
利
用
期
間
や
入
院
加

　

療
期
間
を
除
く

■
申
請
期
間　

10
／
１
（月）
〜
11
／
30 

（金）

︽
家
族
介
護
用
品
の
支
給
︾

■
対
象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
要

　

介
護
度
４
・
５
の
介
護
認
定
を

　

受
け
て
い
る
人
を
、
在
宅
で
介

　

護
し
て
い
る
同
居
の
家
族　
　

■
支
給
対
象
品

　

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品

※
１
ヵ
月
あ
た
り
８
、
０
０
０
円

　

を
上
限
と
す
る

■
申
請
期
間　

随
時
受
付

︽
共
通
事
項
︾

※
支
給
は
市
の
審
査
後
に
決
定

※
支
給
要
件
、
支
給
金
額
な
ど
詳
細

　

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
２
４
４

▲棚田の朝昼夜のイメージをブラックライトで演出
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高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と
、
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
重
症

化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
市
で
は
、

法
律
に
基
づ
い
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に

く
く
な
る
、
あ
る
い
は
か
か
っ
て
も

症
状
の
重
症
化
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
対
象
者　

　

市
民
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

　

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機

　

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

　

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
お
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障

　

が
い
を
有
す
る
人

※
該
当
者
は
、
予
診
票
に
診
断
書
ま

　

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
を

　

添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

■
接
種
回
数　

１
回
接
種

※
２
回
目
か
ら
の
接
種
は
、
任
意
接

　

種
と
な
る
た
め
、
全
額
自
己
負
担

　

に
な
り
ま
す

■
接
種
期
間

　

10
／
１
（月）
〜
平
成
31
年
２
／
28 

（木）

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く

※
流
行
期
に
備
え
、
12
月
中
旬
ま
で

　

に
は
接
種
を
終
了
す
る
よ
う
に
努

　

め
て
く
だ
さ
い

■
接
種
場
所　

　

長
門
市
の
実
施
医
療
機
関
は
下
表

　

の
と
お
り

※
予
約
制
と
な
っ
て
い
る
医
療
機
関

　

に
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

■
自
己
負
担
金　

１
、  

４
６
０
円

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負
担
金

　

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い

※
65
歳
以
上
の
生
活
保
護
受
給
者
は

　

無
料
で
す

■
そ
の
他

 

・「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　

接
種
の
お
知
ら
せ
」
を
事
前
に
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い

 

・
予
診
票
は
実
施
医
療
機
関
で
記
載

　

し
、
体
温
測
定
を
実
施
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
２

地区 指定医療機関 電話番号 予防接種日 受付時間  ほか

長門

  天野内科胃腸科医院 22-2210   月～土曜日   8：30 ～ 12：30、15：00 ～ 17：30
  （木・土曜日は 12：30 まで）

  岡田クリニック 22-2717   月～土曜日   8：30 ～ 12：00、13：30 ～ 17：00 
  （木・土曜日は午前中のみ）

  岡田病院 23-0033   月～土曜日（予約制）   8：30～11：40、13：30～16：30
（土曜日は午前中のみ）

  斎木病院 26-1211   月～土曜日（予約制）   8：30～17：00（土曜日は12：00まで）
  斉藤医院 22-0826   月～土曜日（予約制）   8：30～17：00（木・土曜日は12：00まで）

  しみず循環器科内科医院 22-2205   月～土曜日   8：00 ～ 11：30、14：00 ～ 17：00
  （水・土曜日は午前中のみ）

  俵山病院 29-0101   月～土曜日（予約制）   8：30～17：00（土曜日は12：00まで）

  長門総合病院 22-2220   火～金曜日
  8：30～12：00　かかりつけの人は主治医と
 相談してください（初診の人は火・木曜日の
 み、15：00～16：00予約制）

  半田内科クリニック 23-3030   月～土曜日   8：30～12：00、14：30～17：00
  （土曜日は午前中のみ）

  長門診療所 22-2440   月～土曜日（予約制）   8：30～17：00（水・土曜日は12：00まで）

  宮尾医院 26-0559   月～土曜日   8：00～11：30、14：00～17：00
（土曜日は午前中のみ）

  持山外科整形外科医院 22-1555   火～金曜日（予約制）   8：30～17：00

  吉村内科 22-3322   月～土曜日   8：30～12：00、14：30～17：30
  （木・土曜日は午前中のみ）

  綿貫耳鼻咽喉科 23-4133   月～土曜日（予約制）   9：00～11：45、14：30～17：30
  （木・土曜日は午前中のみ）

三隅
  桑原医院 43-0010   月～土曜日   8：30～12：00、14：00～17：00

  （木・土曜日は午前中のみ）
  三隅病院 43-0711   月～金曜日（予約制）   8：30～17：00

日置   福永病院 37-3911   月～金曜日（予約制）   8：30～11：30

油谷

  木村クリニック 32-0008   月、火、木、金、土曜日  （予約制）
  8：30～12：00、13：30～17：30
  （土曜日は 11：30 まで）

  友近内科循環器科医院 32-1180   月～土曜日（予約制）   8：00～12：00、14：00～17：30
  （木・土曜日は 11：30 まで）

  戸嶋医院 34-0003   月、火、水、金、土曜日  （予約制）   8：30～17：30（土曜日は11：30まで）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
実
施

■平成 30年度インフルエンザ予防接種実施医療機関

13

日時 会場 内容

第
1
回

10月 18（木）
9：30 ～
12：00

長門市
物産観光
センター

■入学式
■講話
　「  健幸  なまちながとの実現
　に向けて」
・まず自分の体を知りましょう
　各種計測・体力チェック
・活動量計を使ってみよう

第
2
回

10月 31（水）
10：00 ～
12：00

農業者
トレーニング
センター

■講義・実践
　「効果的なウォーキングにつ
　　いて」

第
3
回

11月 15（木）
9：30 ～
13：00

長門市
保健
センター

■講話
　「食生活とこころの健康から
　  健幸  づくりを考えよう」
■野菜たっぷりヘルシー会食・
　情報交換

第
4
回

11月 22（木）
9：30 ～
11：30

長門市
保健
センター

■グループワーク
　「地域の  健幸  づくり」
■卒業式　

　来年のラグビーワールドカップ 2019　への出場をか
けた「敗者復活予選」に出場する４チームが、各地区か
ら出揃いました。
　・香　港（21）アジア地区
　・カナダ（23）アメリカ地区
　・ドイツ（29）ヨーロッパ・オセアニア地区
　・ケニア（28）アフリカ地区
※カッコ内はH30.9.10 時点の世界ランキング
　この４チームによる総当たり制で敗者復活予選が、11
月 11 日、17 日、23 日にフランスのマルセイユで行わ
れます。そして、そこで優勝したチームが、ラグビーワー
ルドカップ 2019　への出場権を手に入れるとともに、
キャンプ地として長門市に訪れることが決定します。
　現在、世界ランキングでは香港が最上位となっていま
すが、どのチームも実力が拮抗しています。
　ワールドカップへの、残り一枠をかけた熱い戦いが繰
り広げられることでしょう。
■問い合わせ
　長門市世界大会等キャンプ招致委員会　℡23-1196

「敗者復活予選」出場チームが出揃う！

Let’s Try!! ラグビー
レッツ トライ

第30回

ＴＭ

ＴＭ

〝 〟

〝 〟

〟〝

※予約制となっている医療機関には事前に連絡してください
足
腰
げ
ん
き
講
座

　

仲
間
と
楽
し
く
身
体
を
動
し
、
丈

　

夫
な
足
腰
を
保
ち
ま
せ
ん
か
。

■
内
容　

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
、
ス
ト

　

レ
ッ
チ
な
ど

（
講
師
：
健
康
運
動　

指
導
士
）

■
対
象　

75
歳
以
上
で
、
医
師
よ
り

　

運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
、
５

　

回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
人

■
日
時
・
場
所

　

全
５
回
１
コ
ー
ス

・
長
門
会
場
（
長
門
市
地
域
医
療
連

　

携
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

金
曜
日
開
催　

14
：
00
〜
15
：
30

　

10
／
19
、
10
／
26
、
11
／
９ 

、

　

 

11
／
30
、
12
／
14

・
油
谷
会
場
（
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
）

　

火
曜
日
開
催　

10
：
00
〜
11
：
30

　

10
／
９
、
10
／
23
、
11
／
13
、

　

11
／
26
、
12
／
11 

　

※
11
／
26
日
の
み
月
曜
日

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

各
15
人

■
申
込
締
切　

　

長
門
会
場　

10
／
17 

（水）

　

油
谷
会
場　

10
／
５ 

（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
２
４
４

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

　
　
　
　

食
生
活
講
座　

　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
り
た

い
、
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

増
や
し
た
い
、
そ
ん
な
人
に
オ
ス
ス

メ
の
講
座
で
す
。
家
族
や
友
人
を

誘
っ
て
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
／
18 

（木）9
：
30
〜
13
：
00

■
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

・
講
話
「
と
り
す
ぎ
？
足
り
て
る
？

　

私
に
必
要
な
栄
養
素
と
は
」

・
調
理
実
習
「
カ
ラ
ダ
の
中
か
ら
若

　

返
り
ク
ッ
キ
ン
グ
」

・
血
圧
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、
健

　

康
相
談

■
参
加
費　

200
円

■
持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切　

10
／
11 

（木）

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

　
「＂
健
幸
＂
な
ま
ち
な
が
と
」
の
実

現
に
向
け
て
、＂
健
幸
＂
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
健

幸
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
健
幸
づ
く

り
を
普
及
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

■
日
時
・
会
場
・
内
容

　

左
表
の
と
お
り

■ 

対
象
者　

４
回
と
も
出
席
で
き
る

人
で
医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ

て
い
な
い
人

■ 

定
員　

20
名
程
度

■
参
加
費　

200
円

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
23
‐
１
１
３
３

健
幸
大
学
入
学
生
を
募
集

健
幸
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■
日
時　

10
／
19 

（金）９
：
30
〜
11
：
30

■
集
合
場
所　

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

血
圧
測
定
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
（
２
キ
ロ
）
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■
持
参
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

　

動
の
で
き
る
服
装
、
万
歩
計

  

（
持
っ
て
い
る
人
）

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切　

10
／
16 

（火）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

　

温
泉
地
周
辺
を
歩
き
な
が
ら
、
食

や
歴
史
を
楽
し
む
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

第
４
回
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

紅
葉
に
彩
ら
れ
た
新
コ
ー
ス
を

歩
く
今
回
は
、「
ハ
イ
キ
ン
グ
de
俳

句
」
を
テ
ー
マ
に
会
場
で
俳
句
を
募

集
。
秋
の
俵
山
で
感
じ
た
魅
力
を
あ

な
た
だ
け
の
17
文
字
で
表
し
て
く
だ

さ
い
。

■
開
催
日
時　

11
／
17 

（土）

・
開
会
式　
　

９
：
45
〜

・
ス
タ
ー
ト　

10
：
00
、
10
：
15
、

　
　
　
　
　
　

10
：
30

※
最
終
ゴ
ー
ル
13
：
30
ま
で

■
場
所
・
コ
ー
ス　

俵
山
地
区
一
帯

　

（
旧
俵
山
中
学
校
↓
能
満
寺
イ

　

チ
ョ
ウ
鑑
賞
↓
黒
川
区
民
館
↓

　

宮
の
台
↓
俵
山
八
幡
宮
で
神
社
ヨ

　

ガ
↓
俵
山
小
学
校　

約
６
㎞
）

※
受
付
・
開
会
式
の
会
場
は
旧
俵
山

　

中
学
校
体
育
館
前

■
参
加
料

・
中
学
生
以
上　

４
、
９
０
０
円

・
小
学
生　
　
　

１
、
０
０
０
円

■
メ
ニ
ュ
ー
（
抜
粋
）

　

野
点
、
秋
の
味
覚 

三
種
盛
り
、

　

地
鶏
お
で
ん
、猪
汁
・
穂
垂
米
の

　

お
に
ぎ
り
・
漬
物
、
焼
き
芋
ほ
か

■
特
典　

俵
山
温
泉
入
浴
券
つ
き

■
申
込
方
法

①
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
込

　

長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

　

会
に
、
参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、

　

性
別
、
住
所
、
連
絡
先
を
伝
え
る

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

 

「
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
」
の
サ

　

イ
ト
か
ら
申
込

※
入
金
後
に
送
付
さ
れ
る
「
入
金
確

　

認
メ
ー
ル
」
を
印
刷
し
、
当
日
受

　

付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
（
メ
ー

　

ル
画
面
の
提
示
で
も
可
）

■
申
込
期
限　

10
／
31 

（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

（
一
社
）
長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

　

シ
ョ
ン
協
会

℡
27
‐
０
０
７
４

FAX 

27
‐
０
０
７
９

　

MAIL  p
ost@

n
an
avi.jp

▲山道を進む新コース

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
長
門
・
俵
山
温
泉

参加者
募集中

今
回
は
新
コ
ー
ス
！  

俵
山
の
秋
の
味
覚
を
大
満
喫
！

　

平
成
30
年
度
２
学
期
よ
り
市
内
各
小
・

中
学
校
に
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

長
門
市
で
は
︑
平
成
30
年
度
か
ら
1

人
増
員
の
４
人
体
制
で
小
•
中
学
校
外

国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
着
任

し
た
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
ア
レ
ッ
ク
ス
•
ウ
ッ
ド
／
イ
ギ
リ
ス
出
身

　
︵
深
川
︑
向
陽
︑
俵
山
︑
明
倫
︑
浅
田

　

小
学
校
担
当
︶

•
ア
ニ
テ
マ
•
タ
リ
シ
ア
•
マ
ウ
リ
ー

　

／
ト
ン
ガ
王
国
出
身

　
︵
三
隅
︑
日
置
︑
菱
海
中
学
校
担
当
︶

•
フ
ァ
ム
•
ト
ー
マ
ス
／
イ
ギ
リ
ス
出
身

　
︵
仙
崎
︑
深
川
中
学
校
担
当
︶

▲トーマスさん ▲タリシアさん ▲アレックスさん

小
•
中
学
校
に
新
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任

　

長
門
湯
本
温
泉
で
は
温
泉
街
の
再

生
を
目
指
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
決

め
る
意
思
決
定
機
関
が
「
長
門
湯
本

温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」

で
す
。
推
進
会
議
は
、
市
長
、
地
域

住
民
代
表
、
観
光
関
係
者
、
星
野
リ

ゾ
ー
ト
、
有
識
者
な
ど
10
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
、
下
部
組
織
で
あ
り
観

光
ま
ち
づ
く
り
を
企
画
立
案
す
る
デ

ザ
イ
ン
会
議
で
検
討
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
審
議
・
決
定
を
し
ま
す
。

　

第
５
回
目
と
な
る
「
長
門
湯
本
温

泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
が

９
月
６
日
（木）
に
市
役
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

成長戦略推進課　℡ 23-1234
長門湯本みらいプロジェクトHP

http://yumoto-mirai.jp/

　

推
進
会
議
で
は
、
地
域
金
融
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
温
泉
街
に
民
間
投
資

を
呼
び
込
む
取
組
や
、
長
門
湯
守
株

式
会
社
に
よ
る
温
泉
街
の
新
た
な
顔

と
な
る
外
湯
施
設
「
恩
湯
」
の
建
て

替
え
、
駐
車
場
や
回
遊
動
線
と
な
る

竹
林
の
階
段
な
ど
、
新
た
に
整
備
す

懐かしの湯本フォト

写真提供：湯本まちかど資料館　吉冨尊一館長

る
公
共
空
間
の
設
計
に
関
し
て
進
捗

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
歩
き
や
す
い
温

泉
街
を
目
指
し
て
人
中
心
の
道
路
空

間
を
つ
く
り
だ
す
た
め
の
取
組
や
歩

き
た
く
な
る
景
観
づ
く
り
の
取
組
、

整
備
後
の
温
泉
街
全
体
の
道
路
や
河

川
な
ど
公
共
空
間
の
維
持
管
理
な
ど

の
役
割
分
担
な
ど
、
目
標
に
掲
げ
る

人
気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
10

入
り
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
に
関
し
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
推
進
会
議
終
了
後
に
行
わ

れ
た
記
者
会
見
で
は
、
星
野
リ
ゾ
ー

ト
の
星
野
佳
路
代
表
か
ら
２
０
２
０

年
３
月
に
「
界 

長
門
」
を
開
業
す

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
「
界 

長
門
」
は
地
上
４
階
建
て
、
客
室
数

が
本
館
30
室
、
別
館
10
室
の
計
40
室

と
な
っ
て
お
り
、
宿
泊
客
が
積
極
的▲散策しやすい道路など公共空間を設計

▲地域住民や有識者らが出席した推進会議

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
が
徐
々
に
具
現
化

～
第
５
回
長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
～

▲道路の公共空間を活用したブース

▲2020年3月に開業する「界 長門」のイメージ

に
温
泉
街
に
出
て
行
く
工
夫
や
宿
泊

客
以
外
の
観
光
客
が
利
用
で
き
る
施

設
を
併
設
し
、
温
泉
街
の
そ
ぞ
ろ
歩

き
が
楽
し
め
る
よ
う
な
飲
食
な
ど
の

提
供
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
観
光
ま
ち
づ
く
り
整

備
事
業
や
新
し
い
恩
湯
等
施
設
整
備

の
進
捗
状
況
、
河
川
や
道
路
な
ど
の

公
共
空
間
を
活
用
し
、
魅
力
創
出
を

図
る
推
進
母
体
「
長
門
湯
本
オ
ソ
ト

活
用
協
議
会
」
の
取
組
な
ど
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

将
来
の
温
泉
街
を

一
足
早
く
体
感

～
お
と
ず
れ
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
～

▲川沿いの空間で憩う

　

９
月
15
日
（土）
か
ら
17
日
（月）
に
は
長

門
湯
本
温
泉
の
将
来
像
を
体
感
す

る
「
お
と
ず
れ
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
音
信
川
周
辺
で
は

川
床
や
置
座
が
設
置
さ
れ
、
川
沿
い

の
空
間
を
楽
し
む
人
の
姿
や
、
橋
の

上
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
体
験
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
足
湯
や
雁
木
広

場
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
人
の
姿
が
見

ら
れ
、
参
加
者
ら
は
将
来
の
温
泉
街

を
一
足
早
く
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

成
長
戦
略
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
２
３
４

■
内
容　

・
健
幸
講
座

　

「
運
動
で
心
も
頭
も
ス
ッ
キ
リ
」

　

講
師

　

山
口
県
立
大
学　

角
田
憲
治
氏

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
三
隅
農
業
者
ト

　

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

※
雨
天
時
は
室
内
運
動　

■
そ
の
他

•
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

　

物
忘
れ
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
、
肌
・
血

　

管
年
齢
な
ど
各
種
測
定

•
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
︑
地
域

　

医
療
コ
ー
ナ
ー

　

が
ん
予
防
、
た
ば
こ
の
害
、
歯
の

　

健
康
、
地
域
医
療
の
展
示
な
ど

•
食
育
コ
ー
ナ
ー

　

お
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
の

　

試
食
、
入
賞
作
品
展
示
な
ど

■
持
参
品

　

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料

　

水
、
運
動
の
で
き
る
服
装

※
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ
ー
ル
を
お
持
ち

　

の
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法　

氏
名
、
住
所
、
年
齢

　

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込

■
申
込
締
切　

10
／
22 

（月）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
23
‐
１
1
３
２

FAX 

23
‐
１
1
６
８

健
康
づ
く
り
の

　
　

���

つ
ど
い
を
開
催

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

自
ら
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的

に
体
を
動
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
／
27 

（土）９
：
30
〜
12
：
30

　
　
　
　
　

（
受
付
９
：
00
〜
）

■
会
場　

　

三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

　

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
お
よ
び
周
辺

■
定
員　

100
人
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三隅中学校

三隅公民館

ふれあいパーク三隅
至  仙崎

至  萩
国道191号

市役所三隅支所
（三隅保健センター）

三隅川

明倫小学校

明倫小学校
グラウンドまつり会場まつり会場

※内容・時間は変更することがあります
※路上駐車はご遠慮ください

■パズル組み立て選手権
　 村田清風をパズルにし、誰が早く完成させるかを競
います。王者は誰だ！
■目指せ！　　　150 ！
　明治維新 150 年にちなみ、様々な 150 を目指そう！
■アユのつかみどり大会（対象：小学生以下）
　 （10：00 受付開始　先着 100 人）
　10分の間に放流されたアユをつかまえよう！

　問い合わせ（ながとふるさとまつり）
商工水産課  商工振興室　℡ 23-1136　

■ながと市民総踊り
　今年もコンクール形式で開催。最優秀ながと市民
　総踊り大賞には８万円相当の商品券を贈呈！新人
　賞など多数の賞を用意しています。
■お菓子まき
　毎年大盛況のお楽しみ抽選券入りお菓子まき
■綱引き大会
　毎年 400 人以上の参加者を集める恒例の綱引き大
　会。熱い戦いを応援しよう！
■その他
　地元特産品やグルメなど多数出店

■アグリアート • フェスティバル 2018
　山口県立大学によるファッションショー・農ガー
　ルコレクションや地元農業関係者によるシンポウ
　ム、ジャポニスム振興会と地元の人の共演での琴
　の演奏などが行われます。
■時間　14：30 開場　15：00 開演
■問い合わせ（アグリアート • フェスティバル）

　農林課  農政畜産係  ℡ 23-1235　

※  まつり会場ステージの
　 みでの開催となります

■時間・場所
　13：15 ～
　まつり会場ステージ

仮面ライダージオウ
ショー

主なイベント

第34回いきいきのびのび
ながとふるさとまつり
10月28日（日）9：00～16：00　長門市総合公園芝生広場 10月21日（日）9：30～15：00　三隅公民館前

～清風から始まる維新　　　150年～
みすみふるさとまつり2018

■みすみ夢抽選会
　お楽しみ商品と交換できるほか、抽選会で豪華　
　賞品獲得のチャンス！
■空中散歩（高いところから会場一帯を眺めよう）
■フリーマーケット・バザー
■100％ ENJOY 広場
■ふわふわドーム

三隅中学校

三隅公民館

至  仙崎至  仙崎至  仙崎至  仙崎至  仙崎

至  萩
国道191号

市役所三隅支所
（三隅保健センター）

三隅川

明倫小学校

明倫小学校
グラウンドまつり会場まつり会場まつり会場

フジ

長門総合病院

ルネッサ
ながと

丸和

大津緑洋高校
大津校舎

国道191号線

至三隅

市立図書館

アグリアート
フェスティバル2018

至正明市

至仙崎

会場案内図

時  間 内  容
 9：30 ～  三隅保育園・宗頭幼稚園パレード
10：00 ～  浅田小学校   心をひとつに（手旗表現）
10：30 ～  三隅清風太鼓演奏
11：20 ～  チームフラＯＫＤフラダンス

11：40 ～
 パズル組み立て選手権
 至誠館大学ダンス部パフォーマンス
 目指せ！　　　150 ！

13：30 ～  三隅中学校吹奏楽部演奏
14：00 ～  みすみ夢抽選会
14：40 ～  フィナーレ・もちまき

主なイベント

会場案内図イベントスケジュール

問い合わせ　三隅支所  地域窓口班　℡ 43-0221

ぴったり

ぴったり

ぴったり

▲公式ガイドブック

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場
選
手
・

大
会
名
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲山本有紀さん

●
第
52
回
全
日
本
社
会
人
卓
球
選

　

手
権
大
会
／
９
月
15
日
～
17
日

　

／
ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー
ホ
ー
ル︵
徳

　

島
県
鳴
門
市
︶

�
・
山
本��

有
紀
（
油
谷
新
別
名
）

▲上永達也さん

●
第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

大
会
／
10
月
13
日
～
15
日
／
陸

　

上
競
技　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

　

ク
／
三
国
運
動
公
園
陸
上
競
技

　

場
︵
福
井
県
坂
井
市
︶

�

・
上
永��

達
也
（
日
置
上
）

▲久永博司さん

●
第
70
回
全
国
理
容
競
技
大
会
／

　

10
月
８
日
～
／
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ

　

熊
本︵
熊
本
県
上
益
郡
益
城
町
︶

・
久
永
博
司
（
東
深
川
）

•
久
永
秀
成
（
東
深
川
）

▲久永秀成さん

﹁
ナ
ガ
ト
リ
ッ
プ
﹂

参
加
者
募
集
中
！

　

11
月
、
市
内
各
所
で
、
地
域
の
み

な
さ
ん
が
手
作
り
し
た
長
門
市
な
ら

で
は
の
「
あ
そ
ぶ
・
た
べ
る
・
め
ぐ

る
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
楽
し
め
る
「
ナ

ガ
ト
リ
ッ
プ
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
年
春
に
開
催
し
た
「
な
が
と
ま

ち
旅
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
本
大
会
と

し
て
、
26
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
。
普
段
は
見
ら
れ
な
い
、
体
験
で

き
な
い
長
門
市
の
魅
力
を
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　

11
／
１ 

（木）
〜
30 

（金）

■
場
所
・
参
加
料

　

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
異
な
る
た

　

め
、
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ま
た
は

　

長
門
市
観
光
サ
イ
ト
「
な
な
び
」

　

で
確
認
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法

　

長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

　

会
に
メ
ー
ル
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

必
要
事
項
（
参
加
を
希
望
す
る
プ

　

ロ
グ
ラ
ム
・
氏
名
・
住
所
・
年

　

齢
・
性
別
・
連
絡
先
）
を
連
絡

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
抜
粋
）

 

・
あ
そ
ぶ　

俵
山
で
草
木
染
め
、
夜

　

の
観
光
案
内
所
で
リ
ー
ス
作
り
、

　

歌
舞
伎
な
り
き
り
ツ
ア
ー
ほ
か

 

・
た
べ
る　

や
き
と
り
職
人
体
験
、

　

競
り
見
学
と
地
魚
の
朝
食
、
秋
の

　

味
覚
を
収
穫
、
製
菓
工
場
で
お
菓

　

子
作
り
、
醤
油
作
り
体
験
ほ
か

 

・
め
ぐ
る　

長
門
湯
本
で
お
と
ず
れ

　

散
歩
、
仙
崎
チ
ャ
リ
旅
、
遊
漁
船

　

で
捕
鯨
の
里
め
ぐ
り
、
な
が
と
旅

　

ラ
ン
ほ
か

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

（
一
社
）
長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

　

シ
ョ
ン
協
会

℡
27
‐
０
０
７
４

FAX 

27
‐
０
０
７
９

　

MAIL  p
ost@

n
an
avi.jp

歴
史
民
俗
資
料
室
企
画
展

■
会
期　

10
／
１
（月）
〜
10
／
31 

（水）

　

９
：
00
〜
17
：
00

※
期
間
中
は
土
、
日
、
祝
日
開
館

■
場
所　

　

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
館

（
長
門
市
教
育
委
員
会
１
階
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
課
文
化
財
保
護
室　

　

℡
23
‐
１
２
６
４

同時開催

■撮影会
　ショー終了後に撮影  
　会を行います
※要カメラ持参

《観覧無料》

▲上永達也さん
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Ｊ
Ｒ
美
祢
線
利
用
促
進
協
議
会
な

ら
び
に
長
門
市
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
利
用
促

進
協
議
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
利
用

に
対
し
て
各
種
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

︽
列
車
旅
行
補
助
事
業
︾

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
を
利
用
し
て
、
厚
狭

駅
（
場
合
に
よ
っ
て
は
新
下
関
駅
お

よ
び
新
山
口
駅
も
可
）
か
ら
博
多
駅

以
西
お
よ
び
広
島
駅
以
東
の
駅
ま
で

新
幹
線
を
利
用
し
て
県
外
旅
行
を
す

る
市
民
（
小
学
生
以
上
）
に
対
し
、

Ｊ
Ｒ
運
賃
の
一
部
を
補
助

■�

補
助
額　

•
Ｊ
Ｒ
往
復
利
用　

３
、０
０
０
円

•
Ｊ
Ｒ
片
道
利
用　

１
、５
０
０
円

•
小
学
生
は
補
助
額
の
２
分
の
１

※
個
人
申
請
は
、
１
年
度
に
つ
き
４

　

回
ま
で
（
平
成
30
年
度
末
ま
で
の

　

期
限
措
置
。
平
成
30
年
度
末
以
降

　

は
1
年
度
に
つ
き
２
回
ま
で
）　

※
事
業
所
申
請
は
、
１
事
業
所
10
回

　

ま
で

︽
回
数
乗
車
券
購
入
補
助
金
︾

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
を
含
ん
だ
区
間
の
回

数
乗
車
券
の
購
入
者
に
対
し
、
購
入

 
乗
ろ
う
よ
！
美
祢
線

費
用
の
一
部
を
補
助

■�

補
助
対
象　

回
数
乗
車
券
（
Ｊ
Ｒ

厚
狭
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
長
門
市
駅
ま
で

の
区
間
を
対
象
）

■�
補
助
率　

100
分
の
20

︽
通
勤
定
期
券
購
入
補
助
金
︾

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
を
含
ん
だ
区
間
の
通

勤
定
期
券
の
購
入
者
に
対
し
、
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助

■�

補
助
対
象　

通
勤
定
期
券
（
Ｊ
Ｒ

厚
狭
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
長
門
市
駅
ま
で

の
区
間
を
対
象
）

■�

補
助
額　

交
付
要
綱
に
規
定
す
る

補
助
額

︽
団
体
利
用
者
乗
車
券
購
入
補
助
金
︾

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
を
利
用
す
る
団
体
に

対
し
、
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助

■�

補
助
対
象　

10
人
以
上
の
団
体
が

購
入
し
た
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
の
区
間
を

含
む
乗
車
券

■�

補
助
率　

2
分
の
１

※
１
人
片
道
400
円
を
上
限

︽
社
会
学
習
利
用
助
成
事
業
補
助
金
︾

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
を
活
用
し
た
社
会
学

習
を
実
施
す
る
学
校
な
ど
に
対
し
、
事

業
経
費
の
一
部
を
補
助

■�

補
助
対
象　

学
校
が
実
施
す
る
Ｊ

Ｒ
美
祢
線
を
活
用
し
た
社
会
学
習

■�

補
助
額　

Ｊ
Ｒ
厚
狭
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ

長
門
市
駅
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
区

間
の
乗
車
券
購
入
額

︽
イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業
補
助
金
︾

　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
対
し
、

事
業
経
費
の
一
部
を
補
助

■�

補
助
対
象　

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
沿
線
住

民
へ
周
知
し
、
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
乗
車

に
よ
る
集
客
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

■�

補
助
率　

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
経
費
の
２
分
の
１

※
７
万
円
を
上
限
と
す
る

■�
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
水
産
課
商
工
振
興
室

　

℡
23
‐
１
１
３
６

　
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
利
用
促
進
事
業
の
お
知
ら
せ

▲乗ろうよ！
　美祢線
　公式サイト

年
一
回
の
浄
化
槽

法
定
検
査
の
受
検
を

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

浄
化
槽
は
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
定
期
的
な
保
守

点
検
と
清
掃
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
年
１
回
の
法
定

検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条
検
査
）
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
法
定
検
査
は
浄
化
槽
の
日
常

の
維
持
管
理
（
保
守
点
検
・
清
掃
）

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い

る
か
な
ど
を
判
断
す
る
検
査
で
す
の

で
、
浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
し
、
正

し
く
使
用
す
る
た
め
、
左
記
の
指
定

検
査
機
関
に
よ
る
検
査
を
年
１
回
必

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
で
結
果
が
不
適
正
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
浄
化
槽
の
管

理
に
つ
い
て
改
善
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
指
定
検
査
機
関　

　

（
一
社
）
山
口
県
浄
化
槽
協
会
長

　

門
支
部　

　
　

℡
22
‐
６
８
５
８

■ 

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
23
‐
１
１
３
４

井
戸
水
な
ど
を
使
用
す
る

世
帯
の
下
水
道
手
続
き

　

井
戸
水
な
ど
（
水
道
水
以
外
の

水
）
を
使
用
し
、
下
水
道
に
排
出
し

て
い
る
家
庭
は
、
世
帯
人
数
を
も
と

に
認
定
水
量
を
算
定
し
、
下
水
道
使

用
料
金
を
計
算
し
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
の

で
、
上
下
水
道
局
ま
た
は
各
支
所
・

出
張
所
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
使
用
開
始
・
休
止

・
新
た
に
井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
始

　

め
た
場
合

・
水
道
水
の
使
用
に
加
え
、
新
た
に

　

井
戸
水
な
ど
を
使
用
す
る
場
合

・
使
用
者
が
い
な
い
た
め
井
戸
水
な

　

ど
の
使
用
を
止
め
る
場
合

■
使
用
人
数
の
変
更

・
井
戸
水
な
ど
を
使
用
す
る
世
帯
人

　

数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

※
就
学
・
就
職
・
入
院
・
入
所
な
ど

　

に
よ
る
長
期
不
在
（
お
お
む
ね
１
ヵ

　

月
以
上
）
、
転
入
・
転
出
・
転
居

　

に
よ
る
世
帯
人
数
の
変
更
が
生
じ

　

た
場
合
は
、
住
民
票
の
有
無
を
問

　

わ
ず
、
報
告
し
て
く
だ
さ
い

■
使
用
様
態
の
変
更

 

・
井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
が

　

水
道
水
に
切
り
替
え
た
場
合

 

・
水
道
水
を
使
用
し
て
い
た
が
井
戸

　

水
な
ど
に
切
り
替
え
た
場
合

 

・
水
道
水
と
井
戸
水
な
ど
を
併
用
し

　

て
い
た
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み

　

に
切
り
替
え
た
場
合

■
届
出
の
必
要
が
な
い
場
合

 

・
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い

 

・
水
道
水
の
み
下
水
道
に
排
出

 

・
外
水
栓
な
ど
下
水
道
へ
流
入
し
な

　

い
箇
所
の
み
井
戸
水
な
ど
を
使
用

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
局
管
理
課

℡
23
‐
１
１
６
９

甲
冑
・
官
女
着
付
体
験

　

源
平
最
後
の
戦
い
「
壇
ノ
浦
の
合

戦
」
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！ 

総
重

量
約
20 

kg
の
甲
冑
や
、
き
れ
い
な
官

女
の
衣
装
着
付
け
が
体
験
で
き
ま
す
。

■
日
時　

10
・
11
月
の
日
曜
・
祝
日

　

10
：
00
〜
15
：
30

※
受
付
は
14
時
30
分
ま
で

（
当
日
先
着
順
）

※
10
月
28
日
は
除
く

■
場
所　

長
府
毛
利
邸

（
下
関
市
長
府
惣
社
町
）

■
参
加
料　

　

官
女
・
着
物　

１
、０
０
０
円

　

甲
冑　
　
　
　

１
、５
０
０
円

　

町
歩
き　
　
　

１
、５
０
０
円

　
（
和
服
限
定
・
１
時
間
）

※
別
途
、入
場
料
と
し
て
大
人
200
円
、

　

小
・
中
学
生
100
円
が
必
要

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
関
市
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部

　

観
光
政
策
課

℡
０
８
３
‐
２
３
１
‐
１
３
５
０

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

長門市と下関市の情報交換コーナー

潮

彩

だ

よ

り

長
門
市
と
下
関
市
の
情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー

■�

対
象　

　

市
民
、
市
内
各
企
業
・
事
業
所
、

　

公
庁
、
学
校
、
社
会
教
育
・
福
祉

　

関
係
団
体
な
ど

■�

受
講
料　

無
料

■�

申
込
方
法　

　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
図

　

書
館
・
各
公
民
館
・
日
置
農
村
環

　

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
窓
口
に
提
出

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
左
記

　

の
送
迎
バ
ス
・
保
育
ル
ー
ム
の
利

　

用
は
で
き
ま
せ
ん

■
申
込
期
限　

　

送
迎
車
・
保
育
ル
ー
ム
の
利
用

　

は
、
10
／
26 

（金）
ま
で
に
申
込

※
参
加
申
込
は
、
随
時
受
付

■�

送
迎
車
（
要
予
約
）

　

三
隅
公
民
館
、
通
公
民
館
、
日
置

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
県
漁

　

協
湊
支
店
駐
車
場
、
県
漁
協
長
門

　

統
括
支
店
、
県
漁
協
黄
波
戸
支
店

　

よ
り
無
料
送
迎
車
が
運
行
し
ま
す

■�

保
育
ル
ー
ム
（
要
予
約
）

　

保
育
ル
ー
ム
を
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
内

　

に
設
置
し
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前

　

申
込
が
必
要

■ 

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
振
興
生
涯
学
習
係

　

℡
23
‐
１
２
５
９

長
門
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

人
権
に
関
わ
る
問
題
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
人
間
尊
重
の
生
き
方

を
地
域
や
職
場
に
広
め
て
い
く
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
「
長
門
市
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

す
。

■�

日
時　

11
／
10 

（土）13
：
30
〜
16
：
00

■
場
所　

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
大
ホ
ー
ル

■�

内
容

・
演
題

　

「
ウ
サ
ブ
ロ
ウ
の
ゆ
か
い
な
人
権

　

問
題
」
〜
動
物
の
親
子
の
ふ
れ
あ

　

い
か
ら
学
ぶ
人
権
問
題
〜

・
講
師　

　

落
語
家  

林
家
卯
三
郎
氏

▲美祢線（長門市行き）
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文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

税
制
改
正
等
説
明
会

　

平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
法
人
税
関
係
、
相
続

税
・
贈
与
税
関
係
等
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

10
／
25 

（木）　10
：
00
〜
12
：
00

■�

場
所　

長
門
商
工
会
議
所
３
階

■�

内
容　

 

・
法
人
税
関
係　

所
得
拡
大
税
制
の

　

見
直
し
な
ど

・
相
続
税
贈
与
税
関
係　

事
業
承
継

　

税
制
の
特
例
の
創
設
な
ど

■�

参
加
料　

無
料

■�

定
員　

30
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
（
公
社
）
長
門
法
人
会

　

℡
23
‐
０
２
０
０

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
‐
０
０
５
１

邦
楽
ラ
イ
ブ

　

邦
楽
ラ
イ
ブ
第
15
回
を
記
念
し
、

箏
曲
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
吉
崎
克

月
13 

日 

（土）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
応
援
者
の
車
な
ど
で
道
路

が
渋
滞
し
、
選
手
の
走
路
妨
害
と
と

も
に
交
通
事
故
の
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
応
援
は
安
全
な
場
所

で
行
い
、
車
の
移
動
は
迂う

回か
い

路
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
選
手
が

通
過
す
る
ま
で
の
間
、
車
両
な
ど
の

通
行
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

　

10
／
13 

（土）　

10
：
20
〜

※
三
隅
中
学
校
前
ス
タ
ー
ト

■
区
間　

　

三
隅
中
学
校
前
〜
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
体
育
協
会℡

22
‐
３
５
４
０

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

自
宅
に
ひ
き
こ
も
り
、
家
族
以
外

と
の
親
密
な
対
人
関
係
が
築
け
な
い

状
態
で
い
る
「
ひ
き
こ
も
り
」
で
悩

む
家
族
を
対
象
に
、
正
し
い
知
識
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時
（
全
４
回
）

　

10
／
18 

（木）
、
11
／
15 

（木）
、

　

12
／
18 

（火）
、
平
成
31
年
1
／
17 

（木）

13
：
30
〜
16
：
00

■
場
所　

　

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
◯
（
ま
る
）

■
参
加
費　

無
料

※
お
茶
代
な
ど
一
部
負
担
あ
り

■
申
込
締
切　

10
／
11 

（木）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
22
‐
２
８
１
１

　

な
が
と
旅
ラ
ン
！参加

者
募
集

■
日
時
•
場
所
•
締
切

　

10
時
ス
タ
ー
ト
（
共
通
）

•
俵
山
地
区　

10
／
20 

（土）

（
締
切
）
10
／
14 

（日）

•
宇
津
賀
地
区　

11
／
25 

（日）

（
締
切
）
11
／
18 

（日）

60
歳
以
上
対
象

農
作
業
補
助
講
習

■
講
習
名

　

農
作
業
補
助
講
習 （
刈
払
機
）

■
対
象　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

に
入
会
し
、
就
業
を
希
望
す
る
市

　

内
在
住
60
歳
以
上
の
人

■
日
時　

　

10
／
23 

（火）　

９
：
00
〜
15
：
00

■
場
所　

・
座
学　

長
門
市
中
央
公
民
館

・
実
技　

観
月
河
川
公
園

■
内
容　

農
作
業
補
助
の
就
業
を
す

　

る
際
に
知
っ
て
お
き
た
い
刈
払
機

　

（
草
刈
機
）
の
安
全
な
取
扱
方
法

　

に
つ
い
て
座
学
と
実
技
で
学
び
ま
す

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限　

10
／
11 

（木）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

（
公
社
）
山
口
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

℡
０
８
３
‐
９
２
１
‐
６
０
７
０

•
長
門
地
区　

12
／
22 

（土）

（
締
切
）
12
／
16 

（日）

•
三
隅
地
区　

１
／
19 

（土）

（
締
切
）
平
成
31
年
１
／
13 

（日）

■
制
限
時
間　

３
時
間
ま
た
は
６
時
間

■
内
容　

エ
リ
ア
マ
ッ
プ
を
手
が

　

か
り
に
制
限
時
間
内
で
自
由
に

　

走
っ
た
り
、
歩
い
た
り
し
ま

　

す
。
「
競
わ
な
い
」
「
計
測
し
な

　

い
」
「
コ
ー
ス
自
由
」
が
特
徴

　

の
新
感
覚
ラ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す

■
参
加
費　

１
、
０
０
０
円

※
温
泉
券
、
地
元
特
産
品
、
ド
リ
ン

　

ク
付

■
申
し
込
み　

　

「
な
が
と
旅
ラ
ン
」
公
式
サ
イ
ト

　

 https://nagatotabirun.com

■
問
い
合
わ
せ

　

市
宇
津
賀
出
張
所
内
地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
（
一
ノ
枝
）

　

℡
32
‐
１
１
４
０

棚
田
に
き
ら
め
く
光
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
in
宇
津
賀

■
日
時　

10
／
27 

（土）17
：
00
〜
19
：
05

■
場
所　

　

旧
文
洋
小
学
校 （
油
谷
後
畑
）

■
内
容　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
「
ペ
ッ

　

ト
ボ
タ
ル
」
約
700
個
を
棚
田
に
置

　

き
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ま
た

　

ス
テ
ー
ジ
演
奏
や
落
語
、
出
店
が

　

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
宇
津
賀
出
張
所
内
地
域
お
こ
し

　

協
力
隊
（
一
ノ
枝
）

　

℡
32
‐
１
１
４
０

長
門
大
津
駅
伝
大
会

交
通
規
制
に
協
力
を

　

第
66
回
長
門
大
津
駅
伝
大
会
が
10

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
‐
２
５
０
０

〈
大
津
あ
き
ら
顕
彰
〉

歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
と
き　

12
／
2 

（日）

 

・
第
１
部　

10
：
00
開
演

 

・
第
２
部　

13
：
00
開
演

●�

入
場
料
（
全
席
自
由
・
税
込
）

　
１
、
５
０
０
円

※
当
日
500
円
増

●�

会
場　

劇
場

●�

発
売
日　

発
売
中

中
四
国
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
in
山
口

●
と
き　

10
／
21 

（日）　

10
：
30
開
演

●
出
演　

高
城
牛
追
掛
節
保
存
会

　
（
鳥
取
県
）、
益
田
市
石
見
神
楽
神

　

話
会
（
島
根
県
）、
大
原
踊
り
保
存

　

会
（
岡
山
県
）、
日
東
流
吟
剣
詩
舞

　

道　

広
島
剣
友
会
（
広
島
県
）、
太

　

鼓
集
団　

魁
（
愛
媛
県
）、
和
田
雨

　

乞
踊
保
存
会
（
香
川
県
）、名
月
座
・

　

友
和
嘉
会
（
徳
島
県
）、
シ
ッ
ト
ロ

　

ト
踊
り
保
存
会
（
高
知
県
）、
山
口

　

鷺
流
狂
言
保
存
会
（
山
口
県
）、
大

　

波
野
神
舞
保
存
会
（
山
口
県
）

●
入
場
料　

無
料

●
会
場　

劇
場

Ｔ
Ａ
Ｏ�

２
０
１
８

●
と
き

 

・
12
／
15 

（土）　

14
：
00
開
演

 

・
12
／
16 

（日）　

　

①
12
：
00
開
演　

②
16
：
00
開
演

●
入
場
料
（
全
席
指
定
・
税
込
）

 

・
１
階
席　

５
、  

８
０
０
円

 

・
２
階
席　

５
、  

３
０
０
円

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

ケ
ロ
ポ
ン
ズ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き　

12
／
８ 

（土）　

13
：
30
開
演

●
入
場
料
（
全
席
指
定
・
税
込
）

　

2
、  

５
０
０
円

※
３
歳
未
満
ひ
ざ
上
鑑
賞
無
料

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

第
63
回
長
門
市
民
文
化
祭

●
と
き

 

・
11
／
10 

（土）　

10
：
00
開
演

 

・
11
／
11 

（日）　

12
：
00
開
演

●
入
場
料　

無
料

●
会
場　

劇
場

伝
統
芸
能
資
料
展

●
会
期　

10
／
18 

（木）
〜
10
／
28 

（日）

10
：
00
〜
16
：
00

●
入
場
料　

無
料

●
会
場　

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

香
月
泰
男　

風
景
へ
の
ま
な
ざ
し

ー
ス
ペ
イ
ン
編
ー

　

１
９
５
６
年
10
月
、
香
月
は
初
め

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
れ
ま
す
。
約
半

年
間
の
遊
学
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
拠

点
に
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
を
巡
り
、
油
彩

と
と
も
に
400
点
を
超
え
る
着
彩
ス

ケ
ッ
チ
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
晩
年

の
１
９
７
２
年
に
も
ス
ペ
イ
ン
、
モ

ロ
ッ
コ
を
旅
し
て
い
ま
す
。
香
月
の

足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
し
ば
し
旅

の
気
分
を
お
愉
し
み
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

　

10
／
24 

（水）
〜
平
成
31
年
１
／
31 

（木）

●�

開
館
時
間　

９
：
00
〜
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●�

休
館
日　

火
曜
日

●�

入
館
料　

 

・
一
般　

500
円

・
小
中
高
生　

200
円

※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る

　

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

　

示
す
る
と
、
無
料
入
館
で
き
ま
す

第
20
回
香
月
泰
男

ジ
ュ
ニ
ア
大
賞
絵
画
展

「
家
族
を
描
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
の
小
中
学
生
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
、
入
賞
・
入
選
作
品
を
展
示
し

展
覧
会

平
和
祈
念
展
示
資
料
館
交
流
展

ー
私
の
シ
ベ
リ
ヤ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ベ
リ
ア
ー

　

先
の
大
戦
後
、
57
万
５
千
人
に
の

ぼ
る
人
々
が
、
抑
留
の
経
験
者
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
香

月
泰
男
に
と
っ
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留

は
、
生
涯
の
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。

本
展
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
ま
つ
わ

る
香
月
の
作
品
や
品
々
と
、
平
和
祈

念
展
示
資
料
館
（
東
京
・
西
新
宿
）

所
蔵
の
資
料
を
通
し
て
、
抑
留
に
つ

い
て
考
え
る
展
覧
会
で
す
。

●
会
期　

開
催
中
〜
10
／
14 

（日）

ま
す
。

●
会
期　

10
／
27 

（土）
〜
12
／
２ 

（日）

●
会
場　

香
月
泰
男
美
術
館
研
修
室

●
今
月
の
一
点　

展
示
作
品
の
中
か

ら
注
目
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。

闘
牛
（
ラ
ス
パ
ル
マ
ス
）１

９
７
３
年

彦
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
ま
す
。

●
と
き　

10
／
21 

（日）　

開
場
13
：
30

開
演
14
：
00

●
第
一
部　

邦
楽
演
奏

　

筑
紫
琴
唄
の
会
、
渡
辺
鷗
山
、
箏

遊
、
ス
ト
ゥ
リ
ン
グ
ス
、
筑
紫
佳

苑
会
、
江
原
歌
苑
＆
小
林
範
山

●
第
二
部　

吉
崎
克
彦
ソ
ロ
演
奏

　

曲
目　

「
P 

R 

I 

Z 

M
‐
プ
リ
ズ
ム

‐
」
「
都
十
二
月
」
「
風
の
記
憶
」

●
入
場
料　

無
料

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
休
館
日

●
休
館
日　

10
／
15 

（月）　
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３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象　

平
成
27
年
９
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

10
／
23 

（火）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
な
ど

健
康
相
談（
成
人
対
象
）

●
内
容　

生
活
習
慣
病
な
ど
健
康
に

　

関
す
る
相
談
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査

●
日
時
／
会
場

・
毎
週
木
曜
日　

９
：
00
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
10
／
３ 

（水）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
／
９ 

（火）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
10
／
10 

（水）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
10
／
11 

（木）　
　

９
：
00
〜
11
：
30

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
／
16 

（火）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

向
津
具
公
民
館

・
10
／
26 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相 

談

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

平
成
29
年
３
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

10
／
10 

（水）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
な
ど

・
10
／
17 

（水）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
10
／
19 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
／
26 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

育
児
相
談

●
内
容　

食
事
の
方
法
や
身
長
、
体

　

重
な
ど
の
発
育
状
況
の
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
会
場

・
10
／
５ 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
10
／
12 

（金）　
　

10
：
00
〜
11
：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

禁
煙
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

10
／
９ 

（火）　
　

13
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

健
康
診
査

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

乳
児
健
康
診
査
（
要
予
約
）

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

℡
22
‐
２
７
１
７

休
日
総
合
健
診

●
内
容　

す
べ
て
の
が
ん
検
診
と
特

　

定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診

● 

日
時　

10
／
21 

（日）

　
　
　

７
：
30
〜
11
：
00

※
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

８
：
30
〜
10
：
00

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

※
胃
・
乳
が
ん
検
診
の
み
要
予
約

●
会
場
／
申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

検 

診

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時　

10
／
11 

（木）10
：
00
〜
11
：
30

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

●
会
場
／
申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

む
し
歯
予
防
教
室

●
内
容　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯

　

科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
な
ど

心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

10
／
16 

（火）　
　

14
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

※
予
約
は
３
日
前
ま
で
に

118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

8月 0 ０ ４ ２

平成30年計 ５ ０ ７ ４

29年同時期 11 ０ ７ ２

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

秋
が
来
た
！
食
欲
の
秋
、
釣
り
の
秋

　

今
年
も
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
と
言
え

ば
『
味
覚
の
秋
』
と
い
う
ぐ
ら
い
、
魚
も
お
い

し
く
頂
け
る
機
会
が
多
い
で
す
よ
ね
。

『
サ
バ
』、『
カ
ツ
オ
』
そ
し
て
『
サ
ン
マ
』
な
ど

秋
が
旬
な
魚
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
話
を
す
る
と
、「
秋
に
な
り
涼
し
く
な
っ
た

事
だ
し
、
美
味
し
い
魚
を
釣
り
に
海
へ
行
こ
う
」

と
思
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
魚
の
い
る
海
や
海
辺
に
は
、
突
然

の
高
波
や
足
場
の
悪
い
所
な
ど
多
く
の
危
険
も

潜
ん
で
い
ま
す
。
次
の
事
を
守
っ
て
楽
し
い
秋

の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

・
防
水
措
置
を
し
た
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手

　

段
の
確
保

・
気
象
海
象
の
把
握

　

海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番
！

認
知
症
相
談
会
（
要
予
約
）

●
対
象　

認
知
症
で
相
談
し
た
い
人

●
日
時　

　

10
／
24 

（水）　
　

９
：
00
〜
11
：
30

●
会
場
／
申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
２
４
４

●
１
ヵ
月
児
・
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月

　

児
健
康
診
査   

・
月
〜
水
・
金
曜
日８

：
30
〜
12
：
00

　
　
　

13
：
30
〜
17
：
00

・
木
・
土
曜
日　

８
：
30
〜
12
：
00

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

● 

１
ヵ
月
児
健
康
診
査（
28
日
以
降
）

　

毎
週
月
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

● 

３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査 

　

毎
週
木
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

共
通
し
て
必
要
な
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
乳
児
一
般
健
康

診
査
受
診
票

教 
室

パ
パ
マ
マ
入
門
教
室
（
要
予
約
）

●
内
容　

お
風
呂
の
入
れ
方
、
お
む

　

つ
の
替
え
方
な
ど
の
体
験
・
交
流

●
日
時　

10
／
21 

（日）13
：
30
〜
16
：
00

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

●
会
場
／
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

　
10
月
８
日
（月）
は
分
館
を
開
館
・

９ 

（火）
は
両
館
と
も
に
休
館

　

10
月
８
日
（月）
は
体
育
の
日
で
祝
日
の
た

め
、
本
館
の
み
休
館
し
ま
す
。
分
館
は
９
時

か
ら
17
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
翌
９
日
（火）
は
振
替
休
館
の
た
め
、

本
館
・
分
館
と
も
休
館
し
ま
す
。

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library ! 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  library@lib-nagato.tv

‐10 月の休館日‐
本  館　1（月）・3（水）・8（月）・9（火）・15（月）・22（月）・
　　　　 28（日）・ 29（月）
ゆや分館　1（月）・9（火）・15（月）・22（月）・29（月）

風野真知雄／著　角川書店／出版
『恋の川、春の町』

駿河小島藩の年寄本役、倉橋寿
平。実は、彼は江戸で大人気の
劇作者、恋川春町だった。舞台
は洒落本や黄表紙を命がけで書
いていた松平定信の時代。六人

の女たちから愛され、最後まで権力と戦い、
謎の死を遂げた劇作者魂を描いた勝負作。

今月のオススメ本

 ・通・三隅方面　　  10/4（木）・18（木）
 ・湯本・俵山方面        10/10（水）・24（水）
 ・日置・油谷方面        10/12（金）・26（金）

ぐるブック号運行中！

行事名 開催日時
 としょかんひなの会★  10/5（金）10：30～

 かみしばい★
 10/6（土）11：00～
 10/20（土） 

15：00～

 おはなしの森★  10/13（土）
 15：00～

 おもちゃの森
（視聴覚室）

 10/11（木）
14：00～ 15：30

 絵本を楽しむ会★  10/18（木）
10：30～ 11：30

 さっちゃんのかみし
 ばい★

 10/20（土）
 11：00～

 たまごの会★  10/26（金）
10：30～

 長門読書会（研修室） 10/27（土）14：00～

 おはなしの会★  10/27（土）
15：00～

 よみっこくらぶ
 （ゆや分館）

 10/13（土）・27（土）
 15：30～

 ゆりかご（ゆや分館） 10/16（火）10：30～

定例行事（★の会場はおはなしのへや）

アニメ・DVD上映会
（視聴覚室・入場無料）

タイトル 上映日時
 屋根裏の散歩者・
 心理試験・赤い部屋

（73分）
10/6（土）13：30 ～

学研図鑑「動物」
                           （60分）10/7（日）14：00～

ミッキーマウス
ミッキーの消防隊
                             （62分）

10/27（土）  
  13：30～

10
月
28
日
（日）
は
本
館
を
臨
時
休
館
し
ま
す

　

長
門
市
総
合
公
園
を
会
場
と
し
て
「
第
34

回
い
き
い
き
の
び
の
び
な
が
と
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
本
館
は
臨
時

休
館
し
ま
す
。　

新
館
開
館
20
周
年
企
画

「
お
手
製
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
」
の
展
示
・
配
布

　

図
書
館
に
職
場
体
験
学
習
で
来
た
中
・
高

校
生
が
作
成
し
た
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
（
文
庫
サ

イ
ズ
）
を
展
示
・
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
各

20
枚
ず
つ
配
布
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

■
展
示
・
配
布
期
間　

10
／
４ 

（木）
〜
11
／
６ 

（火）

■
展
示
場
所　

図
書
館
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

古
本
回
収
中
！
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

11
／
３
（土）
の
文
化
の
日
に
開
催
す
る
「
第

14
回
図
書
館
ま
つ
り
」の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
古

本
市
」
に
向
け
、古
本
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

提
供
を
希
望
す
る
人
は
、
10
月
７
日
（日）
ま

で
に
図
書
館
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

古
本
整
理
ス
タ
ッ
フ
募
集

日  

程

新
・
御
宿

　
　

か
わ
せ
み
す
べ
て
の美

し
い
馬

10
：
00
〜 

10
／
17
・
19
・
21

 

10
／
18
・
20

14
：
00
〜 

10
／
18
・
20

 

10
／
17
・
19
・
21

■
業
務
内
容　

古
本
市
用
の
本
の
整
理

■
日
時　

10
／
10 

（水）
〜
10
／
24 

（水）

※
開
館
時
間
中
の
都
合
の
つ
く
時
間

■
受
付　

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
古
本
市
用

　

に
集
ま
っ
た
本
の
事
前
整
理
に
協
力
で
き

　

る
人
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
職
員
に
声
を
か

　

け
て
く
だ
さ
い

※
謝
礼
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ
（
入
場
無
料
）

■
上
映
タ
イ
ト
ル 　

 

・
新
・
御
宿
か
わ
せ
み
（
83
分
／
邦
画
）

 

・
す
べ
て
の
美
し
い
馬
（
117
分
／
音
声
英
語
、

　

字
幕
日
本
語
）



　　

長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/
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第
2
次
長
門
市
健
康
増
進
計
画

「
健
康
な
が
と
21
」
改
訂
版
（
平
成

30
年
3
月
）
で
は
、
長
門
市
で
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
人
の

割
合
は
男
性
26.8
％
、
女
性
7.6
％
で
、

そ
の
う
ち
、
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と

思
う
人
の
割
合
は
、
23.6
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
タ
バ
コ
が
や
め
た
く
て
も

や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
ニ
コ
チ
ン
依

存
症
で
、
麻
薬
と
同
じ
く
ら
い
依
存

性
が
高
い
か
ら
で
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
5
千
種
類
以

上
の
化
学
物
質
、
70
種
類
の
発
が
ん

物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
煙

は
Ｐ
Ｍ
2.5
で
、
非
常
に
小
さ
な
粒
子

で
あ
る
た
め
肺
の
奥
ま
で
入
り
込
み

や
す
く
、
肺
を
は
じ
め
全
身
の
炎
症

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
発
が
ん
性
に

つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
に
よ
る
分
類
で
は
、
タ
バ
コ
は

ア
ス
ベ
ス
ト
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど

と
並
ん
で
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
区
分
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

25

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発

な
ど
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
る

一
酸
化
炭
素
中
毒
も
恐
ろ
し
い
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に
注

意
し
、
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
ガ
ス
機
器
の
周
囲
は
整
理
・
整

　

頓
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

　

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

②
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

　

を
壁
や
柱
に
近
づ
け
て
使
用
す

　

る
と
、
内
部
の
木
材
が
炭
化
し

　

て
低
温
で
も
発
火
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
間
隔
を
と
っ

　

て
使
用
し
ま
し
ょ
う

③
ガ
ス
が
燃
焼
す
る
に
は
多
量
の

　

空
気
を
必
要
と
し
、
空
気
が
不

　

足
す
る
と
不
完
全
燃
焼
を
起
こ

　

し
、
有
害
な
一
酸
化
炭
素
が
発

　

生
し
ま
す
の
で
、
換
気
扇
を
回

　

す
、
窓
を
開
け
る
な
ど
換
気
に

　

心
掛
け
ま
し
ょ
う

④
ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
時
は
、

　

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
窓
を
開

　

け
て
換
気
を
す
る
と
と
も
に
、

　

す
ぐ
に
業
者
に
点
検
を
依
頼
し

　

ま
し
ょ
う

⑤
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ゴ
ム

　

ホ
ー
ス
な
ど
は
、
ひ
び
割
れ
な

　

ど
の
劣
化
が
な
い
か
定
期
的
に

　

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
や

事
故
の
防
止
に
つ
い
て

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
り
、
早

二
年
が
経
過
し
た
見
習
い
ハ
ン
タ
ー

中
野
の
今
。

　

全
く
未
知
の
分
野
で
あ
る
ジ
ビ
エ

事
業
へ
の
挑
戦
で
、
俵
山
を
発
信
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
活
動
に
日
々
奔

走
ま
た
は
迷
走
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　

こ
の
二
年
、
鹿
や
猪
の
生
態
を
学

び
な
が
ら
師
の
元
で
地
道
に
修
行
を

続
け
、
狩
猟
・
害
獣
駆
除
の
経
験
値

が
上
が
っ
た
こ
と
で
、
ジ
ビ
エ
肉
の

衛
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
た
解
体

処
理
技
術
も
体
に
だ
い
ぶ
染
み
つ
い

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
俵
山
猪
鹿
工
房 

想
」
の
猪
・
鹿
の
受
入
態
勢
を
強
化

し
た
の
で
、
処
理
頭
数
が
前
年
の
３

　

8
月
4
日
（土）
、
な
が
と
総
合
体

育
館
で
「
ス
ポ
少
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

か
ら
7
団
体
72
名
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
が
、
日
ご

ろ
と
は
異
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
と
と

も
に
、
体
力
づ
く
り
の
機
運
を
高

め
、
今
後
の
団
活
動
の
健
全
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
「
む
か
で
タ
イ
ム
レ
ー
ス
・

10
」「
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
・
ザ
・
ス

テ
ィ
ッ
ク
」「
パ
タ
ー
・
de
・
ビ

ン
ゴ
」
の
3
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
む
か
で
タ
イ
ム
レ
ー

ス
・
10
」は
、記
録
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ザ
・
ゲ
ー
ム
推
進
本
部
（
日
本
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）
に
申
請

し
、「
月
間
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
し

て
公
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の

活
動
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に

元
気
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
一
日

で
し
た
。

　

今
後
も
地
域
、
行
政
、
学
校
な

ど
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
し
て
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◀
「
む
か
で
タ
イ
ム
レ
ー
ス
・
10
」

　

は
、
１
チ
ー
ム
ず
つ
タ
イ
ム
を

　

測
る
の
で
、
室
内
で
も
安
全

タ
バ
コ
は
、
吸
っ
て
い
る
人
だ
け
で

な
く
、
周
囲
の
人
の
健
康
被
害
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

身
の
回
り
の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
「
受
動
喫

煙
」
と
言
い
ま
す
。
タ
バ
コ
の
煙
に

は
、
喫
煙
者
が
口
か
ら
直
接
吸
い
込

む
「
主
流
煙
」
と
喫
煙
者
が
吐
き
出

し
た
「
呼
出
煙
」、
タ
バ
コ
の
先
端

の
燃
焼
部
分
か
ら
立
ち
上
る
「
副
流

煙
」
が
あ
り
、
受
動
喫
煙
で
は
、
呼

出
煙
と
副
流
煙
が
混
ざ
っ
た
煙
を
吸

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

吸
っ
て
い
る
人
の
体
に
タ
バ
コ
の

煙
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
移
動
す
る
こ

と
で
、
有
害
物
質
を
周
囲
に
拡
散
さ

せ
ま
す
。
服
や
髪
の
毛
、
壁
な
ど
か

ら
タ
バ
コ
臭
を
感
じ
た
時
か
ら
、
周

囲
の
人
は
有
害
物
質
を
体
内
に
吸
い

込
み
、
受
動
喫
煙
の
被
害
に
あ
っ
て

い
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
と
の
関
連
が
確
実
と
判

定
さ
れ
た
病
気
や
症
状
と
し
て
は
、

禁
煙
し
よ
う
!
〜
周
囲
の
大
切
な
人
の
健
康
の
た
め
に
も
〜

わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま
ち
を
変
え
る
新
た
な
力
！

▲中野博文隊員

倍
以
上
と
な
り
、
さ
ら
な
る
利
活
用

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

都
市
部
で
の
ジ
ビ
エ
食
ブ
ー
ム
も

落
ち
着
き
、
今
後
の
日
本
の
食
肉
の

選
択
肢
と
し
て
、
家
畜
・
家
禽
に
次

ぎ
、
ジ
ビ
エ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

く
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
の
う
ち
に
市
内
で
ジ
ビ
エ
食

文
化
に
も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
ら
が
進
め
る
ジ
ビ
エ
革

を
活
用
す
る
「
け
も
の
み
ち
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
か
ら
生
ま
れ
た
革
製
品

も
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
を
は
じ
め
、
い

く
つ
か
の
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

脳
卒
中
・
虚
血
性
心
疾
患
・
肺
が
ん
・

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
・
鼻
へ
の
刺

激
感
・
喘
息
の
既
往
な
ど
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
成
年
者
の

喫
煙
は
、
全
死
因
の
死
亡
リ
ス
ク
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

禁
煙
の
効
果
は

　

顔
色
や
胃
の
調
子
が
良
く
な
っ
た

り
、
感
染
症
に
か
か
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
心
疾
患
や
脳
梗
塞
の

リ
ス
ク
の
減
少
、
呼
吸
器
症
状
の
改

善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

禁
煙
の
方
法
と
し
て

　

薬
局
や
薬
店
で
購
入
で
き
る
ニ
コ

チ
ン
パ
ッ
チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
の
禁

煙
補
助
薬
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
健
康
保
険
で
禁
煙
治
療
が
条
件

に
よ
り
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
禁
煙

外
来
の
実
施
医
療
機
関
に
相
談
く
だ

さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５

　
俵
山
地
区
の
魅
力
、
ジ
ビ
エ
を
活
か
す
！

で
、
長
門
市
の
新
し
い
特
産
品
と
し

て
評
価
さ
れ
始
め
て
い
る
と
実
感
。

長
門
市
と
言
え
ば
海
の
幸
も
山
の
恵

み
も
食
材
が
大
半
を
占
め
る
中
、
ジ

ビ
エ
革
は
貴
重
な
産
品
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

退
任
後
、
ど
の
分
野
に
生
業
の
重

き
を
お
い
て
自
立
で
き
る
の
か
を
、

こ
れ
か
ら
模
索
し
て
ゆ
く
中
で
、
ジ

ビ
エ
分
野
に
お
け
る
６
次
産
業
化
に

取
り
組
み
、
「
ジ
ビ
エ
百
姓
」
と
し

て
、
今
こ
の
地
方
で
や
る
か
ら
こ
そ

「
ア
イ
デ
ア
次
第
で
は
こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
」
と
い
う
、
ひ
と
つ
の

カ
タ
チ
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

見
習
い
ハ
ン
タ
ー
中
野
の
旅
は
、

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

火災救急
件数［8月］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物
１（10）

林　野
０（２）

車　両
１（２）

船　舶
０（０）

その他
５（13）

173
（1321）

合　計
７（27）

ス
ポ
少
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た

▲猪革の美しいコインケース

▲鹿のロースト  「ローストディア」

生
涯
「
健
幸
」
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

健康メモ

「
健
幸
」づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

No.66
長門市保健センター

℡ 23-1133
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●イベント　●相談・健診

１ 月 ●歴史民俗資料室企画展／ながと歴史民俗資料室／９時～17時（10/31まで）

２ 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

３ 水

４ 木

５ 金

６ 土 山口ゆめ花博長門市デー

７ 日 花壇の日　●第８回楊貴妃 炎の祭典／楊貴妃の里／10時30分～14時30分
●第11回長門市民スポーツフェスティバル／問い合わせ：長門市体育協会（℡22-3540）

８ 月 体育の日
●オーシャンコールながと第16回定期演奏会／ルネッサながと／14時～

９ 火 ●行政相談／三隅支所・ラポールゆや／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有
料・要予約（℡0838-24-0500）　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）

10 水 上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）　

11 木 ●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）　

12 金
13 土 ●第66回長門大津駅伝大会／三隅中学校前スタート／10時20分～　

14 日 ●古市レトロでバザール／古市ひろば周辺／10時～14時　●ながとハロウィン2018／仙崎公民館／14時集合
●ながと鉄道まつり／JR長門鉄道部運転支所／10時～15時　

15 月 ●お酒に関する困り事相談／長門健康福祉センター／15時～16時／要予約（℡22-2811）

16 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　
●心の健康相談／長門健康福祉センター／14時～16時／３日前までに要予約（℡22-2811）

17 水

18 木
●ぱしふぃっくびいなす入港歓迎行事／道の駅センザキッチン／8時入港・9時上陸開始　●伝統芸能資料展／ル
ネッサながと／10月28日まで　●ヘルスアップ食生活講座／長門市保健センター／9時30分～13時／要申込（℡
23-1133）　●行政相談／市役所本庁市民相談室・日置支所／10時～12時　●発達クリニック／長門健康福祉セン
ター／13時～16時／要予約（℡22-2811）●ひきこもり家族教室／長門健康福祉センター／13時30分～16時／要申
込（℡22-2811）

19 金 毎月19日は「ながと食の日」
●ウォーキング教室／長門市保健センター／9時30分～11時30分／要申込（℡23-1133）

20 土 ●ながと旅ラン／俵山地区／要申込（℡32-1140）

21 日
●みすみふるさとまつり2018／三隅公民館前／9時30分～　●仙崎地区体育祭／仙崎小グラウンド／9時～
●深川地区体育祭／深川中グラウンド／9時30分～　●邦楽ライブ／ラポールゆや／14時～　
●中四国郷土芸能フェスタ2018 in 山口／ルネッサながと／10時30分～

22 月

23 火
●60歳以上対象農作業補助講習／長門市中央公民館／9時～15時／要申込（℡083-921-6070）　●法律相談／長
門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検
査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／前日までに要予約（℡22-2811）

24 水 ●香月泰男　風景へのまなざしースペイン編ー／香月泰男美術館／平成31年１月31日まで
●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）

25 木 ●体力・運動能力テスト／ながと総合体育館／18時30分～　●税制改正等説明会／長門商工会議所／10時～／要
申込（℡23-0200）　●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）　

26 金
27 土 ●棚田にきらめく光のファンタジーin宇津賀／旧文洋小学校／17時～19時5分　●健康づくりのつどい／三隅農業

者トレーニングセンター多目的ホール周辺／9時30分～12時30分／要申込（℡23-1132）

28 日 ●第34回いきいきのびのびながとふるさとまつり／長門市総合公園周辺／9時～　
●アグリアートフェスティバル2018／ルネッサながと／15時開演

29 月 ながと生涯学習の日

30 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

31 水 市県民税第３期納期限　

10 月のカレンダー 2018 October 10

エネルギー…143kcal
たんぱく質…13.4g
脂　　　質…  5.6g
塩分相当量…  1.3g

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

消費生活センターからのお知らせ
不用品の買取を依頼する時は慎重に

 ・長門市消費生活センター　℡ 23-1115
 ・山口県消費生活センター　℡ 083-924-0999

作り方
①いりこだしをつくる。
②魚に塩・こしょうをする。
③たまねぎは薄切り、にんじんはいちょう切
　り、なすは皮をむいて短冊切り、しめじは
　ほぐす、えのきだけは長さを半分に切りほ
　ぐす。
④①のだしと③の野菜を鍋に入れて、中火
　で煮る（だしのいりこも入れる）。
※野菜が柔らかくなったらいりこを取り出す
⑤②の魚に片栗粉をつけ、フライパンに油を
　入れて魚を焼く。
⑥④に火が通ったらＡで味をつけ、水溶き片
　栗粉でとろみをつける。
⑦お皿に魚を盛り、⑥を上にかけて、小口切
　りした小ねぎをのせて、できあがり。

食推おすすめ料理 長門市食生活改善推進協議会

 ・いりこだし…水500ml
　　　　　　いりこ５匹
 ・魚（鮭切り身）…200g
 ・塩・こしょう　…少々
 ・片栗粉　　　　…適量
 ・たまねぎ　　　…100g
 ・にんじん　　　…60g
 ・なす　　　　　…1本
 ・しめじ…

1/2 パック（100g）
 ・えのきだけ…50g

魚のきのこあんかけ - いりこだしが効いた野菜たっぷりのきのこあんかけ -

※発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市応急診療
　所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）

休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号

10 ／ 7 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

10 ／ 8 月
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

10 ／ 14 日
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

10 ／ 21 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

10 ／ 28 日
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

11 ／ 3 土
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

材料（４人分）

栄養価（１人分）

ほっちゃテレビ放送予定
10／12（金）・14（日）

毎月19日は「ながと食の日」

問い合わせ －困ったときは、まず相談－

相談事例
　リサイクル業者から不用品を買い取るという
電話勧誘を受け、自宅の不用品を処分したいと
思い、来訪を了承した。業者が訪問してきた際、
どのような点に注意すればよいか。

　消費者の自宅を購入業者が訪問し、物品を買い
取るという取引形態を「訪問購入」といいます。
「訪問購入」については、消費者を保護するため
のルールや制度が法律で定められています。業者
の訪問の際は、不要な勧誘はきっぱり断り、売る
つもりのない貴金属やブランド品などを安易に
見せることは避けましょう。
　売却した場合は、事業者の連絡先、物品の種類
や特徴、購入価格、クーリング・オフに関する事
項などについて記載された契約書面の交付を受
けましょう。書面を受けた日を１日目として８日
間は、クーリング・オフができるほか、この８日
間は物品の引き渡しを拒むことができます。売却
の契約をしても、その場ですぐに物品を引き渡す
必要はありません。
　不審な勧誘や不本意な契約など、少しでも疑問
を感じたら、消費生活センターにご相談くださ
い。

アドバイス

Ａ
　砂糖　…小さじ 1
　酢　　…大さじ 1
　しょうゆ…大さじ 1
　塩　　…少々
・水溶き片栗粉
　　　　…大さじ 1
・油　　 …大さじ 1
・小ねぎ（飾り用）
　　　　…20g

ワンポイントアドバイス

水道の修繕・トラブル

※長門市給水装置工事指定業者以外で修繕すると、水道料金
　の減免を受けられませんので、ご注意ください。

地　区 道路部分 宅地部分

全地区

長門市
上下水道局

℡ 23-1171
（平日）
℡ 22-2111
（休日・夜間）

長門市給水装置工事指定業者
に依頼してください。なお、
指定業者は市ホームページに
掲載しています

第１回ながとお料理コンクール応募作品
のレシピを参考に作成しました

　旬の魚を使って
つくってください。
ご飯の上にかけて丼
にしても美味しいで
す。きのこあんにケ
チャップを加える
と子どもも食べや
すくなります。
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ざ
く
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金
子
み
す
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下
か
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子
供
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「
ざ
く
ろ
さ
ん
、

熟う

れ
た
ら
私
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く
だ
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い
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上
か
ら
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ら
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「
あ
ほ
か
い
な
。

お
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私
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あ
か
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ざ
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だ
ん
ま
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で
、

下
へ
、
下
へ
と
、

た
れ
さ
が
る
。

編
集
後
記

長門市のDATA
〔平成30年 9月１日〕

人　口 34,417 人 ( -12)
　　男 15,991 人 (  +2)
　　女 18,426 人 ( -14)
世帯数 16,037 世帯 (   +5)

( ) 内は先月比

〔8月分〕 出生 20 人 死亡 55 人
 転入 　77人 転出 54 人

表
紙
の
説
明

三
隅
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭

伝
統
の
舞
や
踊
り
を
奉
納

■
 発
行
　
長
門
市
役
所
　
〒
759-4192　

山
口
県
長
門
市
東
深
川
1339-2　

TEL0837-22-2111（
代
）

■
 編
集
　
企
画
総
務
部
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
　
TEL 0837-23-1117　

FAX 0837-22-5358

U
RL:http://w

w
w
.city.nagato.yam

aguchi.jp　
E-M
ail:koho@

city.nagato.yam
aguchi.jp

2005

な
がと

1/1

な
がと

広
報

P
u
b
lic
 R
e
la
tio
n
s

12
（
平
成
2
1
年
）

/1

な
がと

広
報

P
u
b
lic
 R
e
la
tio
n
s

4/1

2009
V

o
l.98

（
平
成
2
1
年
）

2009
V

o
l.98

（
平
成
2
1
年
）

2009
V

o
l.98

7/1

12
（
平
成
2
1
年
）

/1

4/1

2009
N

o
.98

（
平
成
2
1
年
）

2009
N

o
.97

（
平
成
2
1
年
）

2009
N

o
.98

広
報

N
agato C

ity P
ublic R

elations

7
月
～
1
0
月

1
1
月
～
2
月

3
月
～
6
月

C
 
6
4

M
 
3
2

Y
 
0

K
 
0

C
 
0

M
 
5
0

Y
 
2
0

K
 
0

C
 
4
2

M
 
0

Y
 
5
6

K
 
0

C
 
4
0

M
 
2
0

Y
 
0

K
 
0

C
 
0

M
 
5
0

Y
 
1
0

K
 
0

C
 
4
0

M
 
0

Y
 
6
0

K
 
0

2018
（
平
成
30年

）
N
o.22010

　
香
月
泰
男
美
術
館
が
開
館
25
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
特
集
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
。
掲
載
に
あ
た
り
、
香

月
画
伯
の
生
涯
や
遺
し
た
言
葉
を
調

べ
て
い
く
う
ち
に
、
改
め
て
画
伯
の

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
の
強
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
▼
香
月
画
伯
は
ご
く
身

近
な
も
の
や
田
舎
の
風
景
を
題
材
に

絵
を
描
き
、
ふ
る
さ
と
三
隅
を
こ
よ

な
く
愛
し
ま
し
た
。
現
代
の
私
た
ち

は
と
か
く
都
会
的
な
も
の
や
場
所
に

憧
れ
ま
す
が
、
周
り
を
見
渡
し
て
み

る
と
、
実
は
美
し
い
も
の
や
心
地
よ

い
場
所
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼

香
月
画
伯
が
遺
し
た
ふ
る
さ
と
へ
の

想
い
を
私
た
ち
も
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
こ
と
の
幸

せ
を
見
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

長
門
市
市
民
憲
章

④
 笑
顔
 ふ
れ
あ
う
、

             温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

　

９
月
16
日
（日）
、
三
隅
八
幡
宮
秋
季
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
季
例
大
祭
で
は
、
ま
ず
滝
坂
、
兎

渡
谷
地
区
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
神
楽

舞
」
が
社
殿
で
奉
納
さ
れ
、
太
鼓
や
鐘

の
音
に
あ
わ
せ
、
弓
や
剣
な
ど
を
使
用

し
た
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

旧
馬
場
で
、沢
江
、市
地
区
に
よ
る
「
腰

輪
踊
」
が
、
人
々
の
健
康
や
牛
馬
の
安

全
、
作
物
の
豊
か
な
実
り
な
ど
を
願
っ

て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
然
の
恵

み
や
季
節
の
巡
り
に
感
謝
す
る
巫
女
舞

も
、
小
学
生
に
よ
り
初
め
て
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。

▲五穀豊穣などを願い、腰輪踊が奉納された


